




キルギス共和国

橋梁・トンネル維持管理能力向上

プロジェクト

終了時合同評価報告書

平成27年８月

（2015 年）

独立行政法人国際協力機構

社会基盤・平和構築部





序     文

独立行政法人国際協力機構（JICA）は、2013 年 2 月にキルギス共和国と締結した討議議事録

（R/D）に基づき、運輸通信省を対象として、2013 年 6 月から技術協力プロジェクト「橋梁・ト

ンネル維持管理能力向上プロジェクト」を実施しています。

この度、本プロジェクトの協力終了の 5 カ月前になったところ、プロジェクトの活動の実績、

成果を相手国関係機関と合同で評価・確認するとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言

及び今後の類似事業の実施にあたっての教訓を導き出すことを目的として、終了時評価調査団を

派遣しました。

調査団は、キルギス共和国の終了時評価メンバーと合同評価調査団を構成して現地調査を行い、

その結果を終了時合同評価報告書として取りまとめました。報告書の内容は、プロジェクト関係

者に報告され、目標達成度、成果及び５項目評価の内容が確認されるとともに、提言内容は今後

取り組む事項として確認されました。

本報告書は、同調査団による終了時評価結果及び協議結果を取りまとめたものであり、今後の

協力事業の実施にあたり、広く活用されることを願うものです。

終わりに、本調査にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心から感謝の意を表し

ます。

平成 27 年 8 月

独立行政法人国際協力機構

社会基盤・平和構築部長 中村 明
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評価調査結果要約表

１．案件の概要

国 名：キルギス共和国 案件名：橋梁・トンネル維持管理能力向上プロジェクト

分 野：運輸交通 援助形態：技術協力プロジェクト

所轄部署：社会基盤・平和構築部 協力金額（評価時点）：約 2 億 1,400 万円

協力期間 （R/D）：2013 年 6 月～

2016 年 1 月

先方関係機関：運輸通信省（MOTC）

日本側協力機関：なし

他の関連協力：技術協力プロジェクト「キルギス国道路維持管理能力向上プロジェクト」

１－１ 協力の背景と概要

キルギス共和国（以下、「キルギス」と記す）はカザフスタン、ウズベキスタン、タジキスタ

ン、中国に囲まれた国土面積 19 万 8,500 km2 の内陸国であり、約 3 万 4,000 km に及ぶ道路網が

整備されている。内陸国である同国の運輸セクターは、人や物資の動きの約 95%を道路交通に

依存しており、キルギス国内の道路は国民生活において重要な機能を有している。また、中央

アジア地域、ひいては南西アジア地域を結ぶ域内交通手段としての役割も担っており、物流に

おける国内の道路の重要性が高まりつつある。

キルギス国内の道路網の大部分は旧ソ連時代に完成したもので、道路維持管理基準は当時の

ものが適用されてきた。しかし、1991 年の独立以降、ロシア人技術者が同国から引き揚げ、道

路維持管理技術の継承が途絶えたため、道路の維持管理が適切になされていない。また、独立

後の経済の低迷により道路や橋梁の改修が十分に行われず、老朽化が進行しており、現在も年

間約 200 km の道路が機能を失いつつあると試算される。道路状況の悪化はキルギス国民の生

活に必要な物資の輸送や周辺国との交易に支障を来し、同国の経済成長、経済活性化の阻害要

因となっている。

運輸通信省（Ministry of Transport and Communication：MOTC）は道路構造物（橋梁・トンネ

ル）についての維持管理に係る能力は十分ではなく、橋梁やトンネルの点検・予防策の実施及

び中長期的な視点にたった維持管理計画の作成により、橋梁・トンネルの維持管理を効率化し、

既存の道路資産の長期活用を図ることが必要であった。

このような状況を受け、独立行政法人国際協力機構（Japan International Cooperation Agency：
JICA）は、国別援助計画で策定された重点分野のひとつである経済成長のための基盤整備に向

けて、運輸インフラ整備に対する支援を続けている。道路維持管理能力向上プロジェクト（技

術協力、2008～11 年）による主に道路舗装の維持管理に必要な技術力の定着・向上、基準類の

整備、データシステムの整備等の一連の協力を通じ、道路舗装維持管理及び雪崩等の自然災害

が多発するほど降雪量が多い冬期の道路維持管理に必要な MOTC の能力・技術力が向上してき

た。

一方、上述のとおり、MOTC の道路維持管理に係る能力は改善しているものの、MOTC は道

路構造物（橋梁・トンネル）についての維持管理に係る能力は十分ではない。また、橋梁・ト

ンネルの維持管理を効率化し、既存の道路資産の長期活用を図るために中長期的な視点にたっ

た維持管理計画の作成と実施が必要であり、維持管理計画の作成には点検結果に基づいた予防

保全に係る工費の算出能力の向上が必要であった。さらに、橋梁・トンネルはさまざまな部材

が組み合わさっているため、点検、予防策の選定、予防策の実施には高度な技術と知識が求め
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られることから、キルギス政府は橋梁・トンネルの予防保全能力の向上につき、わが国に技術

協力を要請した。

この要請を受け、JICA は 2012 年 10 月の詳細計画策定調査で協力計画を策定し、翌 2013 年

2 月に MOTC と討議議事録（Record of Discussions：R/D）を取り交わし、協力内容について合

意した。この R/D に基づき、MOTC をカウンターパート（Counterpart：C/P）機関として 2013
年 6 月～2016 年 1 月の予定で技術協力「橋梁・トンネル維持管理能力向上プロジェクト」（以

下、プロジェクト）を実施している。

１－２ 協力内容

（１）上位目標

キルギスの橋梁・トンネルの維持管理状況が改善する。

（２）プロジェクト目標

MOTCの点検結果に基づいた橋梁・トンネルの維持管理に係る工費算出能力が向上する。

（３）成果（アウトプット）

１）橋梁・トンネル維持管理に必要な人員とともに、MOTC 本省、道路維持管理部（RMD）、

地方道路維持管理局（PLUAD）／主要道路維持管理局（UAD）及び道路維持管理事務所

（DEP）の役割分担が明確に定義される。

２）橋梁・トンネル情報を記録するデータベースシステムが整備され、維持管理計画に活

用する準備が整う。

３）DEP の橋梁・トンネルに関する日常維持管理能力及び PLUAD/UAD の点検・評価に係

る能力が強化される。

４）MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD、DEP の橋梁・トンネルの維持管理計画作成能力が

強化される。

（４）投入（終了時評価時点）

１）日本側

①専門家派遣：短期専門家 11 名

②機材供与：275 万 326 円〔車両高度モニタリングシステム（VIMS）機器、シュミット

ハンマー、赤外線カメラ、電動ドリル〕

③プロジェクト運営費：約 1 億円

２）キルギス側

①C/P 配置：41 名

②プロジェクト事務所の提供

③プロジェクト経費の支出：70 万 500 キルギス・ソム（機材購入費、出張費）

２．評価調査団の概要

調査者 ＜日本側＞

氏 名 担当分野 所 属

恒岡 伸幸 総  括 JICA 社会基盤・平和構築部 国際協力専門員
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渡辺 泰弘 協力企画 JICA 社会基盤・平和構築部

運輸交通・情報通信グループ第一チーム

カーン マハムドー

ウルーザマン

評価分析 株式会社ジャパンソフトテックコンサルタン

ツ 代表取締役

＜キルギス側＞

氏 名 担当分野 所 属

Mrs. UZAKBAEVA 
Jakshylyk Evaluator Chief Specialist, Bishkek-Naryn-Torugart Main 

Roads Management Unit（BO UAD），MOTC

Mr. ISAKOV Zamir Evaluator Road Engineer, Investment Project 
Implementation Group（IPIG），MOTC

Mr. OSOEV Erkin Evaluator Road Engineer, IPIG, MOTC

Mr. BAZARALIEV 
Beknazar Observer Head of Informational Support and Tunnel 

Service, BO UAD, MOTC

調査期間 2015 年 8 月 8～23 日 評価種類：終了時評価

３．評価結果の概要

３－１ 実績の確認

３－１－１ 成果の達成度

成果１：橋梁・トンネル維持管理に必要な人員とともに、MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD
及び DEP の役割分担が明確に定義される。

成果１は「達成された」と判断される。JICA 専門家チームは、RMD、PLUAD/UAD 並び

に DEP の所掌業務をレビューし、政令に規定されている業務上の課題を特定し、橋梁・トン

ネル維持管理に携わる MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の役割区分を提案した。

橋梁・トンネル維持管理に携わる MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の役割区分は、

2015 年 9 月または 10 月に MOTC に承認される見込みである。

また、JICA 専門家チームは、MOTC 内 RMD の人員構成をレビューし、人員構成の修正案

を提案するとともに、RMD 内に道路アセットマネジメント課（RAMS）の設置を支援した。

MOTC は 2015 年 3 月 11 日に RAMS 設置の大臣令を発令し、RAMS は 2015 年 4 月 3 日に設

置された。RAMS の主な所掌業務は、道路アセットマネジメントと高速道路の戦略的開発に

向けたデータベース管理を行うことである。

成果２：橋梁・トンネル情報を記録するデータベースシステムが整備され、維持管理計画に

活用する準備が整う。

成果２は「達成された」と判断される。RMD 職員は日本人専門家の支援を受け、橋梁・ト

ンネルの状態把握及び短期・長期維持管理と予算計画の作成への情報活用を目的に、必要な

情報（点検記録、損傷記録など）を入力・蓄積するデータベースシステムを整備した。デー

タベースの整備に伴い、データベースシステムのデータ入力・操作マニュアルが作成され、

30 名のマスタートレーナーが橋梁データ収集・入力に係る研修を受けた。研修を受けた 30
名のうち、6 名のマスタートレーナーが、所属部署においてデータ収集・入力に関するワー

クショップを 11 回実施した。
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成果３：DEP の橋梁・トンネルに関する日常維持管理能力及び PLUAD/UAD の点検・評価に

係る能力が強化される。

成果３は「達成された」と判断される。橋梁の維持管理マニュアル及びトンネルの維持管

理マニュアルが作成され、いずれも 2015 年 10 月に RMD に承認される見込みである。

また、30 名のマスタートレーナーが RMD と PLUAD/UAD のなかから選出され、橋梁の点

検・評価に係る研修を受講した。研修は、①初期点検検査技術、②点検描画技術、③エクセ

ル形式のフォーマットへの点検データの入力、④赤外線カメラ、シュミットハンマー、ポー

タブルドリル等の機器を用いた 3 種類の詳細点検の技術について、重点的に実施された。

マスタートレーナーは、2013 年 9 月から 10 月にかけて、Inspection A（目視点検）及び評

価に関するワークショップを 11 回実施し、2014 年 9 月から 11 月にかけて、Inspection B（詳

細点検）及び評価に関するワークショップを 9 回実施した。

成果４：MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD、DEP の橋梁・トンネルの維持管理計画作成能力

が強化される。

成果４は「達成された」と判断される。全国の橋梁及び維持管理基準が設定され、橋梁の

短期・長期維持管理計画に反映された。

橋梁の維持管理費用を含む短期維持管理計画（2015-2017）は 2015 年 7 月に RMD に承認

され、長期維持管理計画（2015-2024）は 2015 年 9 月または 10 月に RMD に承認される見込

みである。トンネルの維持管理費用を含む短期維持管理計画（2014-2016）は、全国のトンネ

ルの管理基準に沿って 2013 年 9 月に作成された。

３－１－２ プロジェクト目標の達成見込み

プロジェクト目標は「MOTC の点検結果に基づいた橋梁・トンネルの維持管理に係る工費

算出能力が向上する。」である。プロジェクトは順調に進捗しており、「３－１－１ 成果の

達成度」より 4 つの成果は達成される見込みであり、また指標１「維持管理予算計画資料の

作成」、指標２「予算編成時のデータベースの活用」も達成されており、プロジェクト目標は

達成される可能性が高い。

３－１－３ 上位目標の達成見込み

上位目標は「キルギスの橋梁・トンネルの維持管理状況が改善する」である。プロジェク

ト期間中、維持管理計画に沿って橋梁が 1 橋架け替えられ、さまざまな設備が複数のトンネ

ルに設置されている。これにより、上位目標の指標「プロジェクトが設定した全国の橋梁・

トンネルの管理基準に基づいた維持管理計画によって選択された橋梁・トンネルが、補修・

架け替えられる」は、一部達成されており、上位目標はプロジェクト終了より 3～5 年後に達

成される見込みである。

３－２ 評価結果の要約

（１）妥当性

プロジェクトの妥当性は「高い」と判断される。

プロジェクト目標「MOTC の点検結果に基づいた橋梁・トンネルの維持管理費算出能力

が向上する」と上位目標「キルギスの橋梁・トンネルの維持管理状況が改善する」は、国

際道路・国道・地方道の改修や適切な維持管理の実施、道路維持管理システムの改善等に

言及してる「道路セクター開発戦略（Road Sector Development Strategy）2015-2025」と整
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合している。また、C/P は MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の職員で、いずれ

も橋梁・トンネルを維持管理する重要な役割を担っており、ターゲット・グループの選定

は適切であり、C/P のニーズとも整合している。

（２）有効性

プロジェクトの有効性は「高い」と判断される。

プロジェクトは順調に進捗しており、「３－１－１ 成果の達成度」より 4 つの成果（ア

ウトプット）は達成される見込みであり、プロジェクト目標も達成される可能性が高い。

また、プロジェクトの目標並びに成果の達成に貢献している主な要因として、①JICA 専門

家チームと C/P 間の緊密な協働関係、②RMD 内に RAMS の設置、③C/P のプロジェクト

活動に対する高い参加意欲が挙げられる。

（３）効率性

プロジェクトの効率性は「高い」と判断される。

日本・キルギス側双方による投入は計画どおり適切に実施され、成果達成のために投入の

質、量及びタイミングは適切であった。日本人専門家の専門性も高く、プロジェクト活動に

必要な機材も滞りなく供与された。また、キルギス側の投入として、一部の C/P は所属機関

での業務とプロジェクトを兼務していたものの、活動内容はよく理解され積極的な参加がみ

られた。

（４）インパクト

プロジェクトのインパクトは「ポジティブ」と判断される。

「３－１－３ 上位目標の達成見込み」のとおり、プロジェクト活動の貢献により、上

位目標は達成される見込みであり、インパクトはポジティブであるといえる。また、プロ

ジェクト活動が「キルギス道路セクター開発戦略 2015-2025」の策定に貢献したことは、

ポジティブなインパクトとして考えられる。

（５）持続性

プロジェクトの持続性は「ある程度高い」と判断される。

政策面においては、国際道路・国道・地方道のリハビリや適切な維持管理及び道路管理

システムの改善をかかげる「キルギス道路セクター開発戦略 2015-2025」が継続し、プロ

ジェクト効果の持続性に貢献するものと考えられる。組織面においては、プロジェクトの

なかで C/P（MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP）の役割と責任は明確に定義され、

C/P 間で共有されており、引き続き役割が果たされることが期待される。財政面において

は、C/P の財的資源は十分ではないことが確認され、プロジェクト終了後の協力効果の持

続性を維持するために十分な活動資金の確保に努める必要がある。技術面においては、

RMD はプロジェクトがこれまで実施してきた研修の開催、データベースの更新などの技術

支援を継続する必要がある。

３－３ 結 論

詳細計画策定調査報告書、R/D、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）、活動計画

（PO）、プロジェクト・プログレス・レポート等のプロジェクト関連報告書のレビュー、関連

ステークホルダーからの質問票への回答、C/P、他の開発パートナー、日本人専門家とのインタ
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ビュー及び協議、現地視察並びに終了時評価調査団内での議論の結果、プロジェクトの成果の

達成状況にかんがみ、プロジェクト目標は達成されると判断した。さらに、政策及び受益者の

ニーズとの整合及びアプローチとの適切性による非常に高い妥当性、プロジェクト活動の円滑

な進捗と両国の計画的な投入による高い有効性及び効率性、正のインパクトの発現、さらには、

政策面及び組織面での高い持続性が確認された。また、正のインパクトの面的な広がり及び持

続性の確保に向けた提言及び類似案件形成に資する教訓を導出した。

３－４ 提 言

■JICA 専門家チームへの提言

（１）プロジェクト成果品の 終化

JICA 専門家チームは、プロジェクトの完了までに、橋梁・トンネルの維持管理のための

データベースシステム、全国管理基準、維持管理計画、種々の維持管理マニュアル等の成

果品を 終化し、承認を得るべきである。

（２）他の開発機関とのプロジェクト成果品の共有

JICA 専門家チームは、プロジェクトにより作成されたさまざまな成果品を他の開発機関

と共有し、更なる改善のために、彼らの意見や協力を得るべきである。

（３）新組織である RAMS とのコミュニケーション促進

RAMS は設立（2015 年 3 月 11 日）から間もなく、その他の C/P と比べると JICA 専門家

チームと協働する時間が十分に確保されていない。よって、プロジェクト完了までに JICA
専門家チームは RAMS へ技術移転し、コミュニケーションを促進していく必要がある。

（４）C/P による内部技術移転の支援

JICA 専門家チームは、マスタートレーナーから他の C/P への内部技術移転を支援すべき

である。年間数回のセミナーもしくはワークショップの開催が推奨される。

（５）上位目標の指標の検討

上位目標「キルギスの橋梁・トンネルの維持管理状況が改善する」をより明確にモニタ

リングし、評価するために、その他の指標を追加すべきである。例えば、日常的な維持管

理により継続的に更新されるデータは、橋梁・トンネルの状況を評価する指標となり得る。

（６）提言の実施・モニタリング・フォローアップ活動の支援

JICA 専門家チームは、C/P が提案を実施し、実施状況をモニタリングするとともに、必

要なフォローアップ活動を実施することを支援する。

■C/P への提言

（１）橋梁・トンネルの維持管理のモニタリング・評価体制の構築

本プロジェクトは、橋梁・トンネルの維持管理に係る知識・技術を移転してきた。橋梁・

トンネルの維持管理が適切に実施されるために、維持管理の実施状況がモニタリング及び

評価される体制の構築が強く推奨される。例えば、上部機関によるデータベースへの入力

状況を定期的なチェックや補修実施状況に応じて事務所の実績を評価する体制が考えられ

る。
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（２）橋梁・トンネル維持管理への強いコミット

MOTC短期及び長期の維持管理計画による維持管理の実施に強いコミットを示すべきで

ある。特に、MOTC は安全な交通を確保するために、架け替えが必要である橋梁に焦点を

当てている短期の維持管理計画に高い優先度を与えて実施すべきである。

（３）プロジェクト成果品の改善

本プロジェクトで整備された成果品は、橋梁・トンネルの有効で効率的な維持管理のた

めに、情報収集されたデータに基づき、活用され、適宜更新されるべきである。

（４）C/P の組織強化と情報ネットワークの構築

MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD、DEP は、橋梁・トンネルの有効で効率的な維持管理

を確実にするために、技術的・組織的な能力強化を継続すべきである。また、円滑に技術

の水平展開を実施するために、マスタートレーナーの適切な配置が推奨される。さらに、

MOTC 本省、RMD、PLUADs/UADs、DEPs は、円滑な維持管理を実施するために、情報を

速やかに共有するためのネットワークの構築が望まれる。

（５）他の開発機関とのパートナーシップの強化

MOTC は、橋梁・トンネルの有効で効率的な維持管理を実施するために、他の開発機関

とプロジェクト成果品を共有し、パートナーシップを強化すべきである。

（６）プロジェクトの完了後の必要なリソースの確保

プロジェクトのポジティブなインパクトを継続させるために、C/P により必要な財政

的・人的なリソースを確保されることが、強く推奨される。

（７）提言の実施・モニタリング・フォローアップ活動

C/P が各提言を実施し、進捗状況をモニタリングするとともに、必要なフォローアップ

活動を実施することが強く推奨される。

３－５ 教 訓

（１）多面的なアプローチ

プロジェクトは、道路行政アドバイザーや日本の無償や他ドナーによる供与機材といっ

たプロジェクト以外のリソースを活用する柔軟性をもつべきである。橋梁・トンネルの維

持管理は複数のコンポーネント・活動から成り立っているため、プロジェクト以外のリソ

ースを活用する多面的なアプローチが、プロジェクトの成功要因のひとつである。

（２）データベースシステム及びマニュアルの導入と組織の権限の明確化

本プロジェクトは、マニュアル・ガイドラインとともに、橋梁・トンネルのデータベー

スシステムを導入し、C/P の仕事や日常業務の振り返りにも寄与している。また、これら

のシステムとマニュアルの効果的な活用をめざすことが、現在の組織に必要な再構築と

RMD、PLUAD/UAD 及び DEP 間の権限の明確化にもつながる。

（３）橋梁・トンネル維持管理のための品質管理システムの構築

小さな欠陥は、橋梁・トンネルの耐久性に大きな影響を与え、維持管理コストの増加の
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要因となり得る。施工時の初期欠陥を見つけることができる有効で効率的な品質管理シス

テムの構築が強く推奨される。品質管理システムの構築のために、下記のステップが提案

される。

・橋梁・トンネルの初期欠陥を減らすための定期的な維持管理基準のレビュー

・橋梁・トンネルの補修・架替を優先とする品質管理基準の開発

（４）C/P のさまざまな要望に応じたシステム・マニュアルの提供

C/P の要望と技術レベルに合わせて、システムやマニュアルを提供することは重要であ

る。適切な橋梁・トンネルの維持管理の実施と同様に、他機関との多面的なアプローチに

よって、C/P の要望をカバーすることができ、C/P の仕事・日常業務を改善することにも有

効である。

（５）日本技術の適応によるモチベーションとオーナーシップの向上

本邦研修並びに日本技術の紹介は、C/P のモチベーションとオーナーシップの向上につ

ながった。Bishkek-Naryn-Torugart 道路維持管理局（BO UAD）は、日本技術の紹介後、ト

ンネルの交通安全施設を自ら作成し設置した。C/P の要望に合致していれば、日本の技術

がこのようなローカルの技術に適応され、C/P の動機づけにもつながる。
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Summary of Joint Terminal Evaluation

I. Outline of the Project

Country:
Kyrgyz Republic

Project Title:
Project for Capacity Development for Maintenance 
Management of Bridges and Tunnels

Issue/Sector:
Transport

Cooperation Scheme:
Technical Cooperation

Division In-Charge:
Infrastructure and Peace Building 
Department, JICA

Total Cost (estimated at completion of the Project):
Approximately 214 million Japanese Yen

Period of 
Cooperation

(R/D):
June 2013 –
January 2016

Partner Country’s Implementing Organizations:
Ministry of Transport and Communication (MOTC)
Supporting Organization in Japan:
None

1. Background of the Terminal Evaluation
Kyrgyz Republic (hereinafter referred as “Kyrgyz”) has the road network of about 34,000 km, 
accounting up to 95% of passengers and freight traffic. Ministry of Transport and Communication 
(MOTC) is responsible for the operation and management of international, national and load roads of 
18,803 km, including around 3,000 bridges and five (5) tunnels located nearby to each other on the 
Bishkek-Osh international road.

Most of the road network in Kyrgyz was constructed during the Soviet era and after the independence 
on 25 December 1991, road maintenance activities have not been carried out adequately, due to the fact 
that many Russian technicians left Kyrgyz and funds provided for road sector were also not adequate for 
routine maintenance of the road network. The low level of financing for road repair and maintenance 
has led to an annual loss of approximately 200 km of road surface and the worsening road conditions 
are hindering smooth trade with neighboring counties as well as the passenger and freight traffic.

In addition, no plan exists for the maintenance management of bridges and tunnels, and there is also no 
plan established with respect to periodical inspection system of bridges and tunnels. In response to this 
situation, Japan International Cooperation Agency (JICA) and other development partners have been 
supporting the road sector of Kyrgyz with a focus on road maintenance. Through these supports, the 
capacity of MOTC for road maintenance has significantly improved.

In order to further improve maintenance management of road network, Government of Kyrgyz 
requested a technical cooperation with the Government of Japan. Upon receipt of the request, JICA has 
implemented “The Project for the Capacity Building of Road Maintenance in the Kyrgyz Republic” 
(hereinafter referred to as “prior project”) from March 2008 to March 2010 (3 years) as a Technical 
Cooperation Project.

After the successful implementation of the prior project, the Government of Kyrgyz requested another 
technical cooperation project entitled “The Project for Capacity Development for Maintenance 



x

Management of Bridges and Tunnels” (hereinafter referred to as the “Project”) to the Government of 
Japan. Upon receipt of this request, JICA dispatched the Detailed Planning Survey Team from 7 to 24 
October 2012 for preparing the Project and the Record of Discussion (R/D) for the Project was signed 
between MOTC and JICA on 14 February 2013. The Project was launched in June 2013 to be 
implemented for two and a half years.

2. Project Overview
(1) Overall Goal
Maintenance status of bridges and tunnels is improved in Kyrgyz.

(2) Project Purpose
MOTC’s capacity is improved for maintenance cost estimation of bridges and tunnels on the basis of 
inspection results.

(3) Outputs
1) Demarcation of MOTC HQ, RMD, PLUADs/UADs and DEPs is clearly identified with necessary 

staffing for the maintenance management of bridges and tunnels.

2) A database system to record information on bridges and tunnels is developed and ready for 
maintenance planning.

3) Capacity of DEPs for routine maintenance and capacity of PLUADs/UADs for inspection and 
condition rating of bridges and tunnels are enhanced.

4) Capacity of MOTC’s HQ, RMD, PLUADs/UADs and DEPs for preparing maintenance 
management plans on bridges and tunnels is enhanced.

(4) Inputs
Japanese Side:
1. Japanese Experts
2. Machinery, Equipment and Materials

Kyrgyz Side:
1. Counterpart Personnel
2. Facilities for the Implementation of the Project

II. Evaluation Team

Members of 
Evaluation Team

Japanese Side
1) Team Leader: Dr. Nobuyuki TSUNEOKA, Senior Advisor, Infrastructure and 

Peace Building Department, JICA
2) Cooperation Planning: Mr. Yasuhiro WATANABE, Planning Coordinator, 

Transport and ICT Group, Team 1, Infrastructure and Peace Building 
Department, JICA

3) Evaluation Analysis Expert: Dr. Mahmood Ul Zaman KHAN, President, 
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Japan Soft Tech Consultants (JUST Consultants), Japan
Period of 
Evaluation

From 10 to 21 August 2015 Type of Evaluation:
Terminal Evaluation

III. Results of Evaluation

1. Achievement
The JICA Expert Team reviewed the staffing structure of the RMD under the MOTC and proposed the 
amendments in the staffing structure of the RMD and helped in the establishment of the Road Asset 
Management System (RAMS) under the RMD. The main function of RAMS is road asset management 
and development programming for strategic development of highways. Government Resolution No. 188 
(Positions in the Department of Roads of MOTC of the Kyrgyz Republic, September 3, 2010) stipulates 
the main functions of RMD and PLUAD/UAD as well as DEP. The JICA Expert Team reviewed the 
functions of RMD, PLUAD/UAD and DEP and identified issues in the existing functions regulated in 
the Government Resolution and proposed the demarcation of responsibilities on maintenance 
management of bridges and tunnels in MOTC HQ, RMD, PLUAD/UAD and DEP. The demarcation of 
responsibilities on maintenance management of bridges and tunnels in MOTC HQ, RMD, 
PLUAD/UAD and DEP are expected to be approved by MOTC in September or October 2015.

The staff of RMD with the assistance of Japanese Experts developed the database system with necessary 
information (e.g. inspection record, damage record, etc.) for maintenance management of bridges and 
tunnels. The purpose of the database development is to understand the condition of bridges and tunnels 
and to make use of information for the preparation of short-term/long-term maintenance and budget 
plans for bridges and tunnels. A Manual for the Input and Operation of the Database System for Bridges 
and Tunnels was developed. The manual contains manual for the input of data in the data system and 
manual for database system operation. 30 master trainers were trained in bridge data collection and 
input. 11 workshops on data collection and input were held by six master trainers for their responsible 
sections.

The Bridge Maintenance Manual was prepared and expected to be approved by RMD in October 2015. 
The manual contains manual for routine maintenance of road, manual for inspection, manual for 
condition rating, manual for repair method, manual for short-term maintenance management, and 
manual for long-term maintenance management of bridges. The Tunnel Maintenance Manual was 
prepared and expected to be approved by RMD in October 2015. The manual contains routine 
maintenance manual for tunnel, manual for inspection and condition rating, manual for repair method, 
and manual for short-term maintenance management of tunnels. 30 master trainers were selected from 
RMD and PLUADs/UADs and divided into two categories of MT-S and MT-B in accordance with their 
knowledge and experience for inspection and condition rating of bridges. Master trainers of MT-S 
category conducted training for master trainers in MT-B category for inspection and condition rating of 
bridges. The training was focused on (i) Techniques to conduct primary inspection, (ii) Techniques to 
make inspection sketches, (iii) Input of inspection data into Excel formats, and (iv) Techniques about 
three types of detailed inspections using equipments, such as infrared camera, Schmidt hammer and 
portable drills. Trainings (i) to (iii) are about Planned Inspection A (Visual Inspection) and training (iv) 
is about Planned Inspection B (Detailed Inspection). Four staff members of BO UAD were trained on 
inspection and condition rating of five tunnels. 11 workshops on Planned Inspection A (Visual 
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Inspection) and condition rating and nine workshops on Planned Inspection B (Detailed Inspection) and 
condition rating were carried out by master trainers.

The nationwide management criteria for bridges is developed and incorporated in short-term/long-term 
maintenance management plans of bridges. A short-term maintenance management plan (2015-2017) 
with cost estimation for bridges was prepared in accordance with the nationwide management criteria 
for bridges for three (3) years in November 2014 and was certified by RMD in July 2015. Next 
short-term plan for three (3) years will be prepared by October 2015 and will be certified by RMD. A 
long-term maintenance management plan (2015-2024) with cost estimation of bridges was prepared in 
accordance with the nationwide management criteria of bridges for ten (10) years in November 2014 
and expected to be certified by RMD in September or October 2015. A short-term maintenance 
management plan (2014-2016) with cost estimation for tunnels was prepared in accordance with the 
nationwide management criteria for tunnels for three (3) years in September 2013.

2. Summary of Evaluation Results
(1) Relevance

1) Consistency with the National Road Sector Policy and Development Policy of Kyrgyz
The Project purpose “MOTC’s capacity is improved for maintenance cost estimation of bridges and 
tunnels on the basis of inspection results” and Overall Goal of the Project “Maintenance status of 
bridges and tunnels is improved in Kyrgyz” remained relevant with the Road Sector Development 
Strategy 2015 – 2025 of the Government of Kyrgyz which aims to promote economic development 
by providing access to markets for goods, labor and social services and sustainability of the road 
sector. The strategy specifically aims at rehabilitation of international, national and local roads, 
improvement of the road management system and involvement of private sector in road maintenance. 
The strategy is expected to be approved in October 2015.

The Project purpose and Overall Goal of the Project are still in consistency with the National 
Sustainable Development Strategy for the Kyrgyz Republic (2013 – 2017) which described transport 
sector as very important sector for the sustainable economic growth of the country and placed high 
priority on the enhancement of economic potential through the construction and rehabilitation of 
roads.

2) Consistency with the Japanese Policy
“Maintenance Management of Transport Infrastructure and Correction of Regional Disparities” and 
“Restructuring of Social Infrastructure” are the two priority areas of the Japan’s Country Assistance 
Policy for Kyrgyz prepared in December 2012. The overall aim of the Japan’s ODA Policy for
Kyrgyz is to support the sustainable and balanced economic growth driving the democratic 
consolidation. Japan’s Country Assistance Policy for Kyrgyz focusing on the development of 
transport infrastructure for achieving the overall goal of poverty reduction through economic 
development based on the transition to a market economy.

The Project has been implementing as one of “Program for Promotion of Physical Distribution for 
Strengthening Export Competitiveness” under Development Issues of “Development of Transport 
Infrastructure” under Priority Areas “Maintenance Management of Transport Infrastructure and 
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Correction of Regional Disparities” in Rolling Plan for Kyrgyz prepared in May 2014.

3) Appropriateness of Selection of Target Groups and Consistency with the Needs of the 
Target Groups

The main target groups of the Project are the staff members of MOTC HQ, RMD, PLUADs/UADs 
and DEPs. The maintenance management of bridges and tunnels is the main responsibility of the 
target groups. Furthermore, the capacity building for the staff of the target groups for the effective 
and efficient maintenance management of bridges and tunnels is an urgent need. Therefore, the 
selection of the target groups is appropriate and the Project is still in consistency with the needs of 
the target groups.

4) Comparative Advantage of Technical Assistance Provided by the Japanese Side
JICA has implemented numerous projects in transport sector throughout the world, and has necessary 
technical competence and experience. The Project aims to achieve its Project purpose “MOTC’s 
capacity is improved for maintenance cost estimation of bridges and tunnels on the basis of 
inspection results” by using advanced technical expertise and extensive experience of the Japanese 
Experts, organizing trainings/workshops for the Counterpart personnel, and provision of necessary 
equipment and materials. Thus the cooperation by Japan is very relevant to support the capacity 
development of Counterparts for the effective and efficient maintenance management of bridges and 
tunnels.

(2) Effectiveness
The logical relationship of Outputs and the Project purpose is relevant. The Project has been on track 
and the Project purpose is very likely to be achieved at the completion of the Project through the 
combination of activities of Outputs.

The main contributing factors towards the achievement of all Outputs and Project purpose are the close 
working relationship between the JICA Experts Team and the Counterparts, Establishment of RAMS 
under the RMD, and high enthusiasm for the Counterpart personnel for the Project activities.

The main hampering factors are frequent transfers or resignations of Counterpart personnel, particularly 
the resignation of Project Director and Deputy Director during the implementation of the Project; low 
experience of Counterparts in maintenance management technologies of bridges and tunnels; and 
limited human, financial, physical, and material resources of Counterparts.

(3) Efficiency
The inputs are appropriately provided from both Japanese side and Kyrgyz side as planned and all 
inputs are fully utilized to generate the intended Outputs. The quality, quantity, and timing of inputs are 
also appropriate.

Project activities are well received by the Counterpart personnel. Several kinds of trainings/seminars 
workshops for Counterpart personnel during the implementation of the Project are appreciated by the 
participants. However, the Counterpart personnel faced difficulties in attending all proposed Project 
activities due to their engagement in their assignments in their respective organizations.
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(4) Impact
Through the various Project activities, it can be said that the impact on the Overall Goal of the Project is 
positive.

The important assumptions for the Outputs and Project purpose in the PDM did not affect the positive 
impacts of the Project. The proper allocation of human, financial, and physical resources will be 
required to sustain the positive impacts of the Project after the completion of the Project. Several other 
development partners, particularly World Bank and Asian Development Bank (ADB) are also involved 
in strengthening of road sector in Kyrgyz and it is expected that the other development partners will 
continue to provide required resources, particularly financial resources, for the strengthening of road 
sector in Kyrgyz.  

No negative/indirect/unexpected impact has been reported.

(5) Sustainability
1) Policy Aspects
The rehabilitation of international, national and local roads and improvement of the road management 
system is one of the major priorities guided by the Road Sector Development Strategy 2015 – 2025 of 
the Government of Kyrgyz. The National Sustainable Development Strategy for the Kyrgyz Republic 
(2013 – 2017) described transport sector as very important sector for the sustainable economic 
growth of the country and high priority has been placed on the enhancement of economic potential 
through the construction and rehabilitation of roads. It is expected that the strategies and policies in 
transport sector of the Government of Kyrgyz will remain favorable for the Project effects to be 
sustained after the completion of the Project.

2) Organizational Aspects
The roles and responsibilities of Counterparts (MOTC HQ, RMD, PLUADs/UADs and DEPs) for the 
Project implementation were clearly defined and shared among the Counterparts. The staff of 
Counterparts reported that their capacity for the maintenance management of bridges and tunnels has 
been strengthened by the Project activities. The Project also fostered the capacity and relationship 
between relevant stakeholders for future backstopping of managerial and administrative capacity 
building. It is expected that the Counterparts could pursue relevant activities to keep Project effects 
after the completion of the Project.

3) Financial Aspects
It is noted that the financial resources of the Counterparts are not very sound. In order to keep 
continuing the Project activities after the completion of the Project, the Counterparts have to make 
serious efforts to secure proper funding from the concerned authorities. Therefore, financial aspects 
are a matter of concerns for the sustainability of Project effects after the completion of the Project.

4) Technical Aspects
To ensure the technical sustainability of the Project, it would be necessary to continue the technical 
assistance by the RMD, particularly organization of different kinds of trainings and periodical 
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updating of different products, such as database system for maintenance management of bridges and 
tunnels, nationwide management criteria for bridges and tunnels, short-term/long terms maintenance 
management plans for bridges and tunnels, several kind of manuals for maintenance management of 
bridges and tunnels, etc. prepared by the Project.

The Counterparts have deepened their understanding for the Project purpose and Overall Goal
through various Project activities. Most of staff of the Counterparts expressed that the technical 
transfer has been conducted very effectively and efficiently through various Project activities.

3. Conclusion
Based on review of relevant documents of the Project, such as Minutes of Meetings (M/M), Detailed 
Design (D/D) Report, R/D, PDM, PO, Project Progress Reports, etc.; questionnaire to the JICA Experts 
Team, Counterparts and the development partners; a series of meetings and discussions with 
Counterparts, other development partners, and Japanese Experts; site visits as well as results of 
discussion among members of the Evaluation Team, the Evaluation Team concluded that the Project 
performance is satisfactory.

4. Recommendations and Lessons Learned
(1) Recommendations
In order to achieve the Overall Goal of “Maintenance status of bridges and tunnels is improved in 
Kyrgyz” and to further improve the sustainability of the positive impacts of the Project after the 
completion of the Project, the Evaluation Team prepared the following recommendations for the JICA 
Expert Team and for the Counterparts.

Recommendations for the JICA Expert Team
1) Finalization of Products Prepared by the Project Before the Completion of the Project
The JICA Expert Team should finalize and get approval for all products, such as database system for 
maintenance management of bridges and tunnels, nationwide management criteria for bridges and 
tunnels, short-term/long terms maintenance management plans for bridges and tunnels, several kind of 
manuals for maintenance management of bridges and tunnels, etc. prepared by the Project before the 
completion of the Project. 

2) Sharing Products of the Project with Other Development Partners for Further Improvement
The JICA Expert Team should share various products prepared by the Project with other development 
partners to get their opinions and cooperation for further improvement.

3) Improvement of Communication with the new established RAMS
The JICA Expert Team should further improve the communication with the RAMS which was 
established on 11th March 2015 and important section for the sustainability, because it will be one of the 
sections which take responsibilities for maintenance management of bridges and tunnels. The newly 
established RAMS hasn’t have enough time to be trained compared with other Counterparts, therefore, 
the JICA Expert Team need to train and communicate with RAMS by the period of the Project.
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4) Supporting internal technical transfer plan by Counterparts
The JICA Expert Team should propose the internal technical transfer plan from master trainers to other 
staff. The seminars or workshops are recommended to be implemented by master trainers some times a 
year.

5) Considering the indicators of Overall goal for clearer evaluation in the future
The indicator of Overall goal is “A bridge and a tunnel chosen by maintenance management plan based 
on the nationwide management criteria which is prepared in the project are repaired / replaced.”  Other 
indicators should be considered to add so as to monitor and evaluate more clearly the Overall goal. For 
example, the continuously updated data of routine maintenance could be the indicator to evaluate the 
maintenance status of bridges and tunnels.

6) Prompt Actions for the Realization of Recommendation, Monitoring and Follow-Up Activities
The JICA Expert Team should help the Counterparts to take prompt actions for the realization of each 
recommendation, monitor the progress for each recommendation, and conduct necessary follow-up 
activities for the realization of each recommendation.

Recommendations for the Counterparts
1) Formulation of Monitoring and Evaluation System for the Maintenance Management of Bridges and 

Tunnels
The Project has transferred the knowledge and skills for the maintenance management of bridges and 
tunnels. However, it is strongly recommend that the MOTC should formulate an effective and efficient 
monitoring and evaluation system for the maintenance management of bridges and tunnels.

2) Strong Commitment to the Maintenance Management of Bridges and Tunnels
Methodology and knowledge on maintenance management for bridges and tunnels was transferred 
through various Project activities. It is strongly recommended that the MOTC should show a strong 
commitment to the maintenance management of bridges and tunnels according to the short-term and 
long-term maintenance management plans of bridges and tunnels prepared by the Project. Particularly, 
the MOTC should give top priority for the implementation of short-term maintenance management plan 
of bridges which is focusing on replacement of very dangerous bridges to ensure traffic safety.

The Routine Maintenance Manual for Tunnels prepared by the Project has not been fully utilized for the 
routine maintenance of all five tunnels because of the frequent replacement of concerned staff in DEPs 
responsible for the routine maintenance management of five tunnels. It is strongly recommended that 
concerned staff of DEPs should conduct routine maintenance of all five tunnels in accordance with the 
Routine Maintenance Manual for Tunnels prepared by the Project. 

3) Improvement of Products Prepared by the Project
The Project has prepared several products and these products should be utilized and improved time to 
time in accordance with the collected data for the effective and efficient maintenance management of 
bridges and tunnels.



xvii

4) Institutional Strengthening and Networking of the Counterparts
The MOTC HQ, RMD, PLUADs/UADs and DEPs should continue to enhance their technical and 
organizational capabilities in order to ensure the effective and efficient maintenance management of 
bridges and tunnels. It is recommended that the master trainers should be distributed in appropriate 
sections for smooth implementation of technical transfer to other staffs. It is also recommend that the 
MOTC HQ, RMD, PLUADs/UADs and DEPs should establish an effective and efficient network to 
share the information in time for smooth implementation of maintenance management of bridges and 
tunnels.

5) Enhancement of Partnership with other Development Partners
MOTC should share various products prepared by the Project with other development partners and 
further enhance the partnership with other development partners for effective and efficient maintenance 
management of bridges and tunnels.

6) Secure Necessary Resources to Keep Positive Impacts of the Project After Completion of the 
Project

It is strongly recommended that the Counterparts should secure required financial and human resources 
to sustain the positive impacts of the Project.

7) Prompt Actions for the Realization of Recommendation, Monitoring and Follow-Up Activities
It is strongly recommended that the Counterparts shall take prompt actions for the realization of each 
recommendation, monitor the progress for each recommendation, and conduct necessary follow-up 
activities for the realization of each recommendation.

(2) Lessons Learned
The Evaluation Team has drawn the following lessons learned. JICA should consider Project 
achievements and lessons learned into future formulation and implementation of similar technical 
cooperation projects.

1) Multi-Faceted Coordination Approach 
A successful project must have its own clear scope. Focusing on such a scope and achieving its purpose 
are utmost important. At the same time, the Project should have any flexibility of inviting and using 
outside resources such as the road administration advisor and equipment provided by other Japan grant 
aid projects as well as local and donors’ contributions. Since maintenance and management of bridges 
and tunnels is a multi-component and multi-player activity, one of the factors of the Project’s success is 
that the Project has taken this kind of multi-faceted coordination approach.  This approach has been 
producing collaborated spillover effects and more fruitful results.

2) Introduction of Bridge and Tunnel Data Inventory Systems and their Manuals/Guidelines versus 
Assignment of Clear Authorities

The Project has introduced bridge and tunnel data inventory systems together with their 
manuals/guidelines.  MOTC has been employing those systems and manuals for a better provision of 
maintenance and management of bridges and tunnels. Introduction of those systems and manuals has 
also helped initiate reviewing their way of work and daily business. Efforts in effective use of those 
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systems and manuals also lead to assignment of clear authorities among RMD and 
PLUADs/UADs/DEPs with a necessary restructuring of its current organizational function and vice 
versa.

3) Formulation of Quality Control System for the Maintenance Management of Bridges and Tunnels
Small initial defects will have a large impact on the durability of a bridge or tunnel that will cause an 
increase of maintenance management cost. In this Project, initial defects are one of the causes of the 
damage of bridges and tunnels. Therefore, it is strongly recommended that the formulation of the 
effective and efficient quality control system for the maintenance management of bridges and tunnels. 
The following steps are recommended for formulating the quality control system for the maintenance 
management of bridges and tunnels.

· Periodically review the maintenance management criteria for bridges and tunnels to improve and 
decrease initial defects in bridges or tunnels.

· Develop the quality control standards prior to the repair, reconstruction or construction of bridges or 
tunnels.

4) Provision of Systems and Manuals for Variety of Counterparts’ Needs
It is important to provide systems and manuals in accordance with needs and technical level of the 
counterparts.  It is also important how to improve the current situation. The multi-faceted coordination 
is useful for covering a variety of counterparts’ needs and improving their way of work and daily 
business as well as an appropriate provision of maintenance and management of bridges and tunnels.

5) Motivation and Ownership Enhanced by the Adaptation of Japanese Technologies
The training in Japan and introduction of Japanese technology helped C/P to raise the motivation and 
ownership. BO UAD made some facilities by themselves for traffic safety in tunnels after the 
introduction of Japanese technology. Such a locally adapted technology might be an incentive of C/P 
since it matches their need.



－1－

第１章 終了時評価調査の概要

１－１ 調査団派遣の経緯と目的

キルギス共和国（以下、「キルギス」と記す）はカザフスタン、ウズベキスタン、タジキスタ

ン、中国に囲まれた国土面積 19 万 8,500 km2 の内陸国であり、約 3 万 4,000km に及ぶ道路網が整

備されている。内陸国である同国の運輸セクターは、人や物資の動きの約 95%を道路交通に依存

しており、キルギス国内の道路は国民生活において重要な機能を有している。また、中央アジア

地域、ひいては南西アジア地域を結ぶ域内交通手段としての役割も担っており、物流における国

内の道路の重要性が高まりつつある。

キルギス国内の道路網の大部分は旧ソ連時代に完成したもので、道路維持管理基準は当時のも

のが適用されてきた。しかし、1991 年の独立以降、ロシア人技術者が同国から引き揚げ、道路維

持管理技術の継承が途絶えたため、道路の維持管理が適切になされていない。また、独立後の経

済の低迷により道路や橋梁の改修が十分に行われず、老朽化が進行しており、現在も年間約 200
km の道路が機能を失いつつあると試算される。道路状況の悪化はキルギス国民の生活に必要な

物資の輸送や周辺国との交易に支障を来し、同国の経済成長、経済活性化の阻害要因となってい

る。

このような状況を受け、キルギス政府は 2013～2017 年の国家持続開発戦略のなかで交通イン

フラ分野の大目標として、“国民の物・サービスへのアクセス向上に向けた輸送力の増強”を挙げ、

そのための道路セクターの取り組みとして、①国際輸送回廊の改修、②国内舗装道路網の維持管

理・改良、③交通網の独立性の確保を優先事項としている。独立行政法人国際協力機構（Japan 
International Cooperation Agency：JICA）はこの方針に沿うかたちで、国別援助計画で策定された

重点分野のひとつである経済成長のための基盤整備に向けて、運輸インフラ整備に対する支援を

続けている。このなかで、運輸通信省（Ministry of Transport and Communications：MOTC）の道路

維持管理能力・体制の強化に向けた協力としては、①ナリン州道路維持管理用機材整備計画（無

償資金協力、2006 年）、②イシククリ州・チュイ州道路維持管理機材整備計画（無償資金協力、

2010 年）及び③オシュ州、ジャララバード州及びタラス州道路維持管理機材整備計画（無償資金

協力、2014 年）による道路維持管理機材の調達、④道路維持管理能力向上プロジェクト（技術協

力、2008～11 年）による主に道路舗装の維持管理に必要な技術力の定着・向上、基準類の整備、

データシステムの整備、⑤道路行政アドバイザー（技術協力、2008～11 年・2011～14 年・2014
～16 年）による道路維持管理に関する政策的な支援を実施している。以上の一連の協力を通じ、

道路舗装維持管理及び雪崩等の自然災害が多発するほど降雪量が多い冬期の道路維持管理に必要

な MOTC の能力・技術力が向上してきた。

一方、上述のとおり、MOTC の道路維持管理に係る能力は改善しているものの、MOTC は道路

構造物（橋梁・トンネル）についての維持管理に係る能力は十分ではない。また、橋梁・トンネ

ルの維持管理を効率化し、既存の道路資産の長期活用を図るために中長期的な視点にたった維持

管理計画の作成と実施が必要であり、維持管理計画の作成には点検結果に基づいた予防保全に係

る工費の算出能力の向上が必要であった。さらに、橋梁・トンネルはさまざまな部材が組み合わ

さっているため、点検、予防策の選定、予防策の実施には高度な技術と知識が求められることか

ら、キルギス政府は橋梁・トンネルの予防保全能力の向上につき、わが国に技術協力を要請した。

この要請を受け、JICA は 2012 年 10 月の詳細計画策定調査で協力計画を策定し、翌 2013 年 2
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月に MOTC と討議議事録（Record of Discussions：R/D）を取り交わし、協力内容について合意し

た。この R/D に基づき、MOTC をカウンターパート（Counterpart：C/P）機関として 2013 年 6 月

～2016 年 1 月の予定で技術協力「橋梁・トンネル維持管理能力向上プロジェクト」（以下、プロ

ジェクト）を実施している。

今次の終了時評価調査では、2016 年 1 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績

及び成果についての評価を行うとともに、キルギス政府に対し今後の事業実施に関する提言を行

い、今後の類似プロジェクト実施にあたっての教訓を導くことを目的とする。

１－２ 調査団の構成と調査日程

１－２－１ 調査団の構成

＜日本側＞

氏 名 担当分野 所 属

恒岡 伸幸 総  括 JICA 社会基盤・平和構築部 国際協力専門員

渡辺 泰弘 協力企画 JICA 社会基盤・平和構築部運輸交通・情報通信グ

ループ第一チーム

カーン マハムドー

ウルーザマン

評価分析 株式会社ジャパンソフトテックコンサルタンツ

代表取締役

＜キルギス側＞

氏 名 担当分野 所 属

Mrs. UZAKBAEVA 
Jakshylyk

Evaluator
Chief Specialist, Bishkek-Naryn-Torugart Main Roads 
Management Unit（BO UAD），MOTC

Mr. ISAKOV Zamir Evaluator
Road Engineer, Investment Project Implementation 
Group（IPIG），MOTC

Mr. OSOEV Erkin Evaluator Road Engineer, IPIG, MOTC

Mr. BAZARALIEV 
Beknazar

Observer
Head of Informational Support and Tunnel Service, 
BO UAD, MOTC

１－２－２ 調査日程

2015 年 8 月 8 日（土）～23 日（日）（16 日間）

〔*官団員は、8 月 16 日（日）～23 日（日）（8 日間）〕

調査日程の詳細については、付属資料１を参照。

１－３ プロジェクトの概要

終了時評価時点でのプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）に基づくプロジェクトの

概要は以下のとおりである。
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サイト MOTC 本省、国際道路及び国道上の全橋梁並びに 5 カ所のトンネル

協力期間 2013 年 6 月から 2016 年 1 月まで

相手国機関名 MOTC

ターゲット・グループ MOTC 本省、道路維持管理部（Road Maintenance Department：RMD）、

地方道路維持管理局（Obrast Level Roads Management Unit：PLUAD）

／主要道路維持管理局（Main Roads Management Unit：UAD）、及び

道路維持管理事務所（Local Level Roads Management Unit：DEP）の

職員

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

上位目標 キルギスの橋梁・トンネルの維持管理状況が改善する。

プロジェクト目標 MOTC の点検結果に基づいた橋梁・トンネルの維持管理に係る工費

算出能力が向上する。

成 果 1：橋梁・トンネル維持管理に必要な人員とともに、MOTC 本省、

RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の役割分担が明確に定義される。

2：橋梁・トンネル情報を記録するデータベースシステムが整備さ

れ、維持管理計画に活用する準備が整う。

3：DEP の橋梁・トンネルに関する日常維持管理能力及び PLUAD/
UAD の点検・評価に係る能力が強化される。

4：MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD、DEP の橋梁・トンネルの維

持管理計画作成能力が強化される。

１－４ これまで実施した調査

（１）詳細計画策定調査

2012 年 10 月 6 日～10 月 26 日（要請背景の把握、評価５項目の観点からの事業事前評価

に基づく案件実施の妥当性の確認、基本計画（案）の策定）
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第２章 終了時評価調査の方法

２－１ 終了時評価調査の視点と方法

本終了時評価調査は、「JICA 事業評価ガイドライン第２版（2014 年 5 月）」に基づき、プロジ

ェクト・サイクル・マネジメント（Project Cycle Management）手法で用いられる PDM を活用し

て、以下の手順で実施した。

（１） 新版 PDM（Version 4.0）（付属資料６）に基づいて評価の枠組みをデザインする〔評価

グリッドの作成（付属資料７）〕。

（２）プロジェクトの実績を中心としたデータを収集する。

（３）「妥当性」、「有効性」、「効率性」、「インパクト」、「持続性」の観点（評価５項目、詳細は

後述）から収集データを分析する。

（４）分析結果から今後のプロジェクト活動及びプロジェクト終了後に向けた提言を抽出する。

また他の類似事業に有益な教訓を得る。

２－２ 主な調査項目とデータ収集方法

２－２－１ 主な調査項目

調査項目は、プロジェクトの実績、実施プロセスの確認、評価５項目の観点による評価に分

けられる。

（１）プロジェクトの実績の確認

評価グリッドを基に、プロジェクトの投入実績、活動実績、アウトプット（成果）の現

状、プロジェクト目標の達成見込みを確認・検証する。

（２）プロジェクトの実施プロセスの確認

プロジェクトの実施過程を確認する。主な調査項目は、プロジェクトを円滑に実施する

ために工夫された点、モニタリングの仕組みの有無、プロジェクト関係者間の連携状況な

どである。

（３）評価５項目に基づく分析

プロジェクトの実績と実施プロセスの確認を通じて収集した情報を基に、評価５項目の

①妥当性、②有効性、③効率性、④インパクト、⑤持続性の観点からプロジェクトを評価

する。各評価項目の主な視点は以下のとおりである。
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妥当性 プロジェクト目標がターゲット・グループのニーズと合致しているか、相手国側

の政策との整合性があるのかなど、援助プロジェクトの正当性・妥当性を問う。

有効性 プロジェクトの実施により、ターゲット・グループに便益がもたらされているか

を検証し、プロジェクトが有効であるかどうかを判断する。

効率性 プロジェクトの資源の有効活用という観点から効率的であったかどうかを検証

する。

インパクト プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的・間接的な効果や波及効果を

みる。

持続性 援助の終了後、プロジェクトで発現した効果が持続するかを問う。

２－２－２ データ収集方法

（１）既存資料のレビューと分析

プロジェクトに関する以下の既存資料をレビューし、情報分析に活用した。

＜既存資料＞

・M/M―2012 年 10 月 24 日に署名・交換

・R/D―2013 年 2 月 14 日に署名・交換

・PDM Version 4.0
・活動計画（Plan of Operations：PO）Version 2.0（付属資料８）

・詳細計画策定調査報告書（2013 年 3 月）

・プロジェクト・サマリー（2015 年 7 月）

・プログレス・レポート（ドラフト・ファイナル・レポート）（2015 年 8 月）

・その他プロジェクト関連文書

（２）プロジェクト関係者への質問票配布

現地調査に先立ち、評価分析団員がプロジェクトの実績、実施プロセス、評価５項目に

関する質問票案を作成し、事前にプロジェクト関係者に配布した。現地調査中に質問票の

回答を回収した。

（３）プロジェクト関係者に対するインタビューの実施

上記質問票の回答を基に、プロジェクトの実績・実施プロセスを確認し、補足情報を収

集するために、プロジェクト関係者にインタビューを実施した（主要面談者リストは、付

属資料２を参照）。

（４）合同評価チームによる報告書の作成

調査結果を「合同評価報告書（付属資料３）」としてまとめ、2015 年 8 月 20 日に開催さ

れた合同調整委員会（Joint Coordination Committee：JCC）で評価結果の内容を報告した。

その後、日本・キルギス側関係機関との間で終了時評価調査結果に関する M/M の署名・

交換を行った。
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２－３ 終了時評価調査の制約・限界

本終了時評価では、プロジェクトが広大な地域を対象地域としていることから、サンプル数が

限られるという制約があった。制約の影響を 小化するために、調査団はさまざまなプロジェク

ト報告書をレビューするとともに、現地調査開始前にすべてのステークホルダーと JICA 専門家

チームに質問票をあらかじめ送付した。
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第３章 プロジェクトの実績と実施プロセス

３－１ 投入の実績

３－１－１ 日本側の投入

（１）専門家派遣

延べ 11 名の日本人専門家（短期専門家 11 名）が派遣された。専門家の派遣実績は、付

属資料９「日本人専門家派遣実績一覧表」のとおりである。

計画時からの大きな変更点として、道路の路面状態を低コストかつ効率的に診断する車

両高度モニタリングシステム（Vehicle Intelligence Monitoring System：VIMS）専門家 2 名

が派遣された。1 名は東京大学出身の VIMS 開発者であり、1 名は VIMS 運用を含む橋梁の

日常維持管理専門家である。

（２）C/P 研修

C/P 研修の詳細は、付属資料５「研修員受入実績」のとおりである。

プロジェクトが実施した研修の主な変更点として、キルギスの 2 大学において、VIMS
運用研修、タブレットを活用したデータ収集研修、橋梁・トンネル研修が追加で実施され

た。

（３）供与機材

プロジェクト活動に必要な資機材が供与された。供与された資機材の詳細は付属資料 10

「供与機材リスト」のとおりである。

研修実施のために、VIMS 機器が追加供与された。

（４）日本側ローカルコスト負担

プロジェクト開始から終了時評価時点までの日本側ローカルコストは表３－１に示す

とおりである。

表３－１ 日本側ローカルコスト
（単位：円）

年 度

費 目
2013 年度 2014 年度

2015 年度

（2015 年 7 月時点）
合 計

航空賃 8,062,000 12,232,000 4,976,200 25,270,200

旅費（航空賃以

外）
7,744,740 11,750,640 4,780,374 24,275,754

一般業務費 9,748,060 14,790,160 6,016,906 30,555,126

その他 8,851,670 13,430,120 5,463,617 27,745,407

合 計 34,406,470 52,202,920 21,237,097 107,846,487
出典：JICA 専門家チーム
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３－１－２ キルギス側の投入

（１）C/P の配置

キルギス側は、以下の C/P を配置した（詳細は、付属資料４「キルギス側投入実績」よ

り「（１）C/P スタッフの配置実績」を参照）。

１）プロジェクト・ダイレクター：投資プロジェクト実施グループ（Investment Project 
Implementation Group：IPIG）局長

２）プロジェクト・マネジャー：RMD のチーフエンジニア

３）C/P

（２）事務所及び研修施設の提供

キルギス側が提供した施設等の詳細は、表３－２に示すとおりである。

表３－２ キルギス側の提供による施設

提供施設等 目 的

ビシュケクにプロジェクト事務所

（付帯設備、インターネットサービスを含む）
プロジェクトの運営管理

ワークショップ／研修会場 ワークショップ及び研修の実施

出典：JICA 専門家チーム

（３）ローカルコスト負担

プロジェクト開始から終了時評価時点までのキルギス側ローカルコストは約 70 万 500
キルギス・ソムである（ローカルコストの詳細は、付属資料４「キルギス側投入実績」よ

り「（２）ローカルコスト負担等」を参照）。

３－２ 活動の実績

プロジェクト活動は PDM と PO に沿って実施されている。多くのプロジェクト活動の実績が、

成果として発現している。大半のプロジェクト活動は特段の遅れもなく計画どおりに実施され、

活動の大半は終了段階にあり、残り協力期間中に完了する見込みである。

３－３ アウトプット（成果）の達成状況

（１）アウトプット（成果）１の進捗度及び全般的な達成度

アウトプット（成果）１の達成状況は表３－３に示すとおりである。

アウトプット１の進捗度は満足できるものであり、全般的に達成された。

表３－３ アウトプット１の達成状況

成果１：橋梁・トンネル維持管理に必要な人員とともに、MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及

び DEP の役割分担が明確に定義される。

指 標 達成状況と進捗度

1-1 橋梁・トンネル維持管理に携わる MOTC
本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の

・ 2014 年 12 月に、橋梁・トンネル維持管理

に携わる MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD
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役割区分が明確にされ、MOTC に承認さ

れる。

及び DEP の役割区分に係る計画を行う

RMD によって役割分担の見直しが提案さ

れ、2015 年 9 月または 10 月に MOTC によ

りに承認される見込みである。

・ 2015 年 9 月または 10 月に 100％達成され

る見込み。

1-2 橋梁・トンネル維持管理に携わる MOTC
本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の

役割が果たされる。

・ プロジェクト開始当初、各部局の役割は重

複や抜けがある状態であったが、RMD に

より明確な役割区分が提案された。例え

ば、道路アセットマネジメント課（RAMS）
を設置し、点検・評価結果のデータベース

化に専属する役割を与えるなど、各部局の

役割が果たされている。

・ 100％達成。

１）RMD 内に道路アセットマネジメント課（Road Asset Management Section：RAMS）の設

置

JICA 専門家チームは、MOTC 内 RMD の人員構成をレビューし、人員構成の修正案を提

案するとともに、RMD 内に RAMS の設置を支援した。MOTC は 2015 年 3 月 11 日に RAMS
設置の大臣令を発令したが、RAMS は 2015 年 4 月 3 日に設置された。RAMS の主な所掌

業務は、道路アセットマネジメントと高速道路の戦略的開発に向けたデータベース管理を

行うことである。RAMS には 4 名の人員（1 名の課長、2 名のデータ収集管理者、1 名のデ

ータベースシステム管理者）が配属されている。

２）橋梁・トンネル維持管理に携わる MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の役割の

区分

キルギス共和国政令第 188 号（2010 年 9 月 3 日発令）には、RMD、PLUAD/UAD 並びに

DEP の主な所掌業務が明記されている。JICA 専門家チームは、RMD、PLUAD/UAD 並び

に DEP の所掌業務をレビューし、政令に規定されている業務上の課題を特定し、橋梁・ト

ンネル維持管理に携わる MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の役割の区分を提案

した。

橋梁・トンネル維持管理に携わる MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の役割の

区分は、2015 年 9 月または 10 月に MOTC に承認される見込みである。

（２）アウトプット（成果）２の進捗度及び全般的な達成度

アウトプット（成果）２の達成状況は表３－４に示すとおりである。

アウトプット２の進捗度は満足できるものであり、全般的に達成された。
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表３－４ アウトプット２の達成状況

成果２：橋梁・トンネル情報を記録するデータベースシステムが整備され、維持管理計画に活

用する準備が整う。

指 標 達成状況と進捗度

2-1 橋梁・トンネルの維持管理計画に必要な

情報データベースシステムが[2015 年 7
月]までに整備される。

・ 橋梁・トンネルの維持管理計画に必要な情

報データベースシステムが、2015 年 3 月

に整備された。

・ 100％達成。

2-2 データ入力マニュアルが[2015 年 7 月]ま
でに作成される。

・ データ入力マニュアルが 2013 年 11 月に作

成され、2015 年 7 月に 終化された。

・ 100％達成。

2-3 [B]30 名のマスタートレーナーが[2015 年

7 月]までにデータ収集・入力に係る訓練

を受け、認定される。

・ 30 名のマスタートレーナーが橋梁データ

収集・入力に係る訓練を受け、2015 年 4
月に日本人専門家より認定された。

・ 100％達成。

2-4 [B]すべてのマスタートレーナーが、所属

部署でデータ収集・入力に関するワーク

ショップを 低 3 回開催する。

・ すべてのマスタートレーナーが、所属部署

でデータ収集・入力に関するワークショッ

プを 3 回以上開催した。

・ 100％達成。

2-5 [T]データ収集・入力に係る訓練を受けた

全職員が 終試験に合格する。

・ データ収集・入力に係る訓練を受けたトン

ネルの維持管理に携わる全職員が、 終試

験に合格した。

・ 100％達成。

2-6 [B]RMD がデータベースシステムを運

用・整備する。

[T] BO UAD が RMD の監督の下、データ

ベースシステムを運用・整備する。

・ RMD は橋梁の維持管理計画作成のための

データベースシステムを整備し、運用して

いる。BO UAD はトンネルの維持管理計画

作成のためのデータベースシステムを整

備し、運用している。

・ 100％達成。

※：[B]橋梁、[T]トンネル

１）橋梁・トンネルの維持管理計画に必要な情報データベースシステムの整備

橋梁・トンネル情報総合データベースを整備することは、効率的かつ効果的な橋梁・ト

ンネルの維持管理には不可欠である。しかしながら、プロジェクトが実施されるまで、キ

ルギスの橋梁の概要に関する情報は入手することができなかった。また、点検の記録フォ

ーマット及び橋梁インベントリーは事務所間で統合されておらず、その結果、データの精

度を検証することができなかった。キルギス国内に存在する 5 本のトンネルは、すべて

Bishkek-Naryn-Torugart 道路維持管理局（Bishkek-Naryn-Torugart Main Roads Management 
Unit：BO UAD）が管轄しているが、プロジェクトが実施されるまでトンネルデータベー

スは整備されておらず、これら 5 本のトンネル情報は開示されなかった。また、トンネル
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の点検情報は記録されておらず、各トンネルに配置されている担当者のみがデータを保管

していた。こうした状況下、RMD 職員は日本人専門家の支援を受け、橋梁・トンネル維

持管理に必要な情報（検査記録、損傷記録など）に係るデータベースシステムを整備した。

同データベースは、橋梁・トンネルの状態の把握及び橋梁・トンネルの短期・長期維持管

理と予算計画の作成にあたっての情報活用を目的に整備された。

２）橋梁・トンネルデータベースに係るデータ入力・操作マニュアルの作成

橋梁・トンネルデータベースに係るデータ入力・操作マニュアルは、2013 年 11 月に日

本人専門家の支援を受け、RMD 職員及びプロジェクトにより訓練されたマスタートレー

ナーによって作成され、2015 年 7 月に 終化され、RAMS 職員に配布された。同マニュア

ルには、データ入力マニュアルとデータベース操作マニュアルが含まれている。

RAMS 職員は、データベースに係るデータ入力・操作マニュアルの内容、質、及び有用

性を高く評価している。その理由として、さまざまなイラスト、写真、プレゼンテーショ

ン、ビデオを用いて作成されていることから、ユーザーは視覚的に認識することにより、

知識を深めることができたことが挙げられた。また、同マニュアルは、段階を追って作業

手順を解説しており、RAMS 職員が実際にデータベースシステムを運用する前に、作業内

容をイメージできるよう、スクリーンショットで撮影したデモンストレーションも含まれ

ている。

３）データ収集・入力に係る研修

2013 年 7 月から、30 名のマスタートレーナーが橋梁データ収集・入力に係る研修を受

けた。研修後、マスタートレーナーは、それぞれ所属する PLUAD/UAD において橋梁の基

本データを収集した。日本人専門家は、ワークショップへの参加状況、理解度、橋梁維持

管理サイクルに基づく活動実績を基に、橋梁点検のデータ収集・入力に関するマスタート

レーナーの能力を認定した。

データ収集・入力に係るマスタートレーナーへの研修は、参加者から高く評価されてお

り、研修カリキュラム、研修の方法論（理論面及び実践面）、研修期間、講師の専門性と

スキルに対する満足度は高い。研修参加者は、データ収集・入力に関する知識とスキルの

著しい向上を実感していた。研修が高く評価されている理由として、①現地においてデモ

ンストレーションと実践を含む実橋の点検研修を実施したこと、②すべてのマスタートレ

ーナーが自ら検査機器を操作する機会を得たことが挙げられた。また、RMD はデータ収

集を義務化させるために、DEP に対するさまざまな局長令を作成した。その結果、国際道

路と主要国道上に位置するすべての橋梁のデータが収集され、収集されたデータがデータ

ベースシステムに入力された。

４）マスタートレーナーが所属部署で実施したデータ収集・入力に関するワークショップ

6 名のマスタートレーナーが、所属部署においてデータ収集・入力に関するワークショ

ップを 11 回実施した。

データ収集・入力に関するワークショップは、参加者から高く評価されており、研修内

容、研修の方法論、研修期間、マスタートレーナーの専門性とスキルに対する満足度は高

い。ワークショップの実施は、参加者に対し、データ収集・入力に関する知識とスキルの

著しい向上をもたらした。

高く評価されている理由として、①ワークショップは、さまざまなイラスト、写真、プ
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レゼンテーション、ビデオを用いて実施されたことから、参加者は視覚的に認識すること

により、知識を深めることができたこと、②参加者は維持管理技術をより深く理解するた

めに、日本人専門家の技術支援を受けつつ、互いに協議する機会を得られたこと、③参加

者は技術面・調達面の観点から、キルギスにおける実践的な維持管理手法を理解すること

ができたことが挙げられた。

５）RAMS のデータベースシステム運用能力の向上

RAMS 職員は、871 橋の短期・長期橋梁維持管理計画を作成するためにデータベースを

活用している。

RAMS 職員は、データベースシステムの質、正確性、有用性、並びにデータ入力・操作

マニュアルの質及び有用性を高く評価している。RAMS 職員に対する日本人専門家が実施

した研修は、データベースシステムの運用及び管理能力の著しい向上をもたらした。デー

タベースシステムの運用が RAMS 職員から高く評価されている理由として、①データベー

スの見直しや電子タブレットを活用したデモンストレーション、実習研修が、複数回開催

されたこと、②日本人専門家が現地でタブレットの活用方法を指導したこと、③データベ

ースシステムに関する RAMS 職員の要望に対応するために、日本人専門家がタブレットや

コンピュータを用いて具体的に実演したこと、④写真、図表、視聴覚教材を活用し、視覚

的に表現したことが挙げられた。

６）BO UAD のトンネルデータベースシステムの運用・管理能力の向上

BO UAD 職員は、トンネルデータベースシステムを運用するとともに、5 本のトンネル

の短期維持管理計画を作成するためにデータベースを活用している。

トンネルデータベースシステム運用を担当している BO UAD のトンネルサービス課長

（Head of Tunnel Service Section）は、トンネルデータベースシステムの質、正確性、及び

有用性を高く評価している。BO UAD 職員のトンネルデータベースシステムの運用・管理

能力が向上した主な理由として、日本人専門家が、電子タブレットを用いて現地でデモデ

ータを収集し、収集したデモデータを瞬時に MOTC 本省に転送するといった実地研修やワ

ークショップを、定期的に複数回実施したことが挙げられる。また、BO UAD のトンネル

サービス課長と、（Kolbaev トンネルの維持管理を担当している）DEP 9 の Kolbaev トンネ

ルのチーフは、Kolbaev トンネルにはデータベースシステムが整備されておらず、補修履

歴が記録されていなかったことから、データベースに係るデータ入力・操作マニュアルの

質及び有用性を高く評価している。日本人専門家が実施したデータベースのデータ入力・

操作に係る研修は、参加者に対し、トンネルデータベースシステムの運用能力の著しい向

上をもたらした。

（３）アウトプット（成果）３の進捗度及び全般的な達成度

アウトプット（成果）３の達成状況は表３－５に示すとおりである。

アウトプット３の進捗度は満足できるものであり、全般的に達成された。
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表３－５ アウトプット３の達成状況

成果３：DEP の橋梁・トンネルに関する日常維持管理能力及び PLUAD/UAD の点検・評価に係

る能力が強化される。

指 標 達成状況と進捗度

3-1 [B] [T]日常維持管理マニュアルが 2014年
11 月までに作成される。

・ 橋梁の維持管理マニュアルは 2014 年 7 月

に、トンネルの日常維持管理マニュアルは

2013 年 10 月に作成された。

・ 100％達成。

3-2 全 PLUAD/UAD のレビューを通じて、

90％以上の DEP が新たに作成された日

常維持管理マニュアルに沿って橋梁／ト

ンネルの日常維持管理を実施することを

決定する。

・ 全 PLUAD/UAD のレビューを通じて、55
のすべての DEP が、新たに作成された橋

梁／トンネルの日常維持管理マニュアル

に沿って、橋梁／トンネルの日常維持管理

を開始している。

・ 100％達成。

3-3 [B]30 名のマスタートレーナーが 2015 年

6 月までに点検・評価に係る研修を受け、

認定される。

・ 30 名のマスタートレーナーが、橋梁の点

検・評価に係る研修を受け、2015 年 4 月

に日本人専門家より認定された。

・ 100％達成。

3-4 [B]すべてのマスタートレーナーが所属

部署で点検・評価に関するワークショッ

プを 低 3 回開催する。

・ すべてのマスタートレーナーが所属部署で

点検・評価に関するワークショップを 3 回

以上開催した。

・ 100％達成。

3-5 [B]RMD は 2015 年 6 月までに、マスター

トレーナーによる点検・評価結果が

100％正確であると評価する。

・ マスタートレーナーによる 871 橋の点検・

評価結果が 100％正確であると、2015 年 7
月に RMD によって評価された。

・ 100％達成。

3-6 [T]点検・評価に係る研修を受けた全職員

が 終試験に合格する。

・ トンネルの点検・評価に係る研修を受けた

全職員が 終試験に合格した。

・ 100％達成。

3-7 [T]RMD は 2015 年 6 月までに、BO UAD/
DEP による点検・評価結果が 100％正確

であると評価する。

・ BO UAD/DEP によるトンネルの点検・評

価結果が 100％正確であると、2014 年に

RMD によって評価された。

・ 100％達成。

※：[B]橋梁、[T]トンネル

１）橋梁の維持管理マニュアルの作成

橋梁の維持管理マニュアルは 2014 年 7 月に作成され、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の

職員に配布され、2015 年 10 月に RMD に承認される見込みである。同マニュアルには、

道路の日常維持管理マニュアル、橋梁に係る点検マニュアル、評価マニュアル、補修マニ

ュアル、短期維持管理マニュアル及び長期維持管理マニュアルが含まれている。
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PLUAD/UAD 及び DEP の職員は、橋梁の維持管理マニュアルの内容、質、及び有用性を

高く評価している。

２）トンネルの維持管理マニュアルの作成

トンネルの維持管理マニュアルは 2013 年 10 月に作成され、BO UAD 職員に配布され、

2015 年 10 月に RMD に承認される見込みである。同マニュアルには、トンネルの日常維

持管理マニュアル、点検・評価マニュアル、補修マニュアル及び短期維持管理マニュアル

が含まれている。

BO UAD のトンネルサービス課長と Kolbaev トンネルのチーフは、トンネルの維持管理

マニュアルの質及び有用性を高く評価している。

３）橋梁・トンネルの点検・評価に係るマスタートレーナーへの研修

30 名のマスタートレーナーが RMD と PLUAD/UAD のなかから選出され、橋梁の点検・

評価に係る知識と経験に応じて、「MT-S」と「MT-B」の 2 段階に分類された。「MT-S」に

分類されたマスタートレーナーは、日本人専門家と同等の橋梁の点検・評価に係る研修を

他のマスタートレーナーに実施できるよう、日本人専門家から研修を受けた。研修後、マ

スタートレーナーは、日本人専門家より認定されるまでの橋梁の点検・評価を実施できる

ようになった。

「MT-S」に分類されたマスタートレーナーは、「MT-B」に分類されたマスタートレーナ

ーに対し、橋梁の点検・評価に係る研修を実施した。研修は、①初期点検技術、②点検描

画技術、③エクセル形式のフォーマットへの検査データの入力、④赤外線カメラ、シュミ

ットハンマー、ポータブルドリル等の機器を用いた 3 種類の詳細点検技術を重点に実施さ

れた。研修①～③は Planned Inspection A（目視点検）、研修④は Planned Inspection B（詳細

点検）に関する内容である。4 名の BO UAD 職員が、5 本のトンネルの点検・評価に係る

研修を受けた。

橋梁・トンネルの点検・評価に係るマスタートレーナーへの研修は高く評価されており、

研修カリキュラム、研修の方法論（理論面及び実践面）、研修期間、講師の専門性とスキ

ルに対する満足度は高い。マスタートレーナー研修の実施は、参加者の橋梁・トンネルの

点検・評価に関する知識とスキルの著しい向上をもたらした。多くの研修講師は、個々の

分野で高い専門知識を有しており、人選は適切であったと評価されている。なお、研修会

場周辺に住むマスタートレーナーの参加率は高く、会場から離れて住むマスタートレーナ

ーは参加率は低かった。

４）マスタートレーナーが所属部署で実施した橋梁・トンネルの点検・評価に関するワーク

ショップ

マスタートレーナーは、2013 年 9 月から 10 月にかけて、Inspection A（目視点検）及び

評価に関するワークショップを 11 回実施し、2014 年 9 月から 11 月にかけて、Inspection B
（詳細点検）及び評価に関するワークショップを 9 回実施した。

橋梁・トンネルの点検・評価に関するワークショップは、参加者から高く評価されてお

り、ワークショップの内容、方法論、期間に対する満足度は高い。ワークショップの実施

は、参加者の橋梁・トンネルの点検・評価に関する知識の著しい向上をもたらした。

５）DEP の橋梁維持管理能力及び BO UAD のトンネル維持管理能力の向上

DEP 9、DEP 30、及び DEP 38 の職員は、プロジェクトが作成したトンネルの日常維持管
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理マニュアルを用いて、2014 年 1 月から 5 本のトンネルの日常維持管理を開始しており、

日常維持管理報告書を BO UAD に提出している。しかしながら、トンネルの日常維持管理

報告書が確実に作成されていない場合もあったため、BO UAD は 2015 年 2 月 27 日に DEP
に対する局長令を発令し、トンネルの日常維持管理を義務化することとした。局長令が発

令されたことによる効果は、以下のものが挙げられる。

・トンネルの日常維持管理が時間どおりに実施されるようになった。

・月例日常維持管理シート及びコントロールシートが定時提出されるようになった。

・トンネル機器検査が頻繁に実行されるようになった。

・維持管理作業の質が向上した。

RMD は 2015 年 3 月 16 日に PLUAD/UAD に対する副部長令を発令し、全橋梁の日常維

持管理及び報告書の提出を義務化することとした。副部長令の発令後、橋梁を管理する 55
すべての DEP は、プロジェクトが作成した橋梁の日常維持管理マニュアルを用いて、2015
年 4 月から 871 橋の日常維持管理を開始しており、報告書を PLUAD/UAD に提出している。

なお、キルギスには DEP が 57 あるが、2 つの DEP が管轄する地域には維持管理を行うべ

き橋梁が存在しない。

（４）アウトプット（成果）４の進捗度及び全般的な達成度

アウトプット（成果）４の達成状況は表３－６に示すとおりである。

アウトプット４の進捗度は満足できるものであり、全般的に達成された。

表３－６ アウトプット４の達成状況

成果４：MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD、DEP の橋梁・トンネルの維持管理計画作成能力が

強化される。

指 標 達成状況と進捗度

4-1 全国の橋梁及びトンネルの管理基準が

2013 年 11 月までに設定される。

・ 全国の橋梁の管理基準は 2014 年 1 月に、

全国のトンネルの管理基準は 2013 年 10
月に設定された。

・ 100％達成。

4-2 橋梁の補修マニュアルが 2013 年 11 月ま

でに、トンネルの補修マニュアルが 2014
年 11 月までに作成される。

・ 橋梁の補修マニュアルは 2014 年 6 月に作

成され、2015 年 7 月に 終化された。ト

ンネルの補修マニュアルは 2014 年 6 月に

作成され、2015 年 6 月に 終化された。

・ 100％達成。

4-3 LCC を考慮した橋梁の長期維持管理計画

が RMD により全国の管理基準に沿って

2015 年 6 月までに作成される。

・ ライフサイクルコスト（LCC）を考慮した

橋梁の長期維持管理計画が、全国の管理基

準に沿って 2014 年 11 月に作成され、2015
年 9 月または 10 月に RMD に承認される

見込みである。

・ 2015 年 9 月または 10 月に 100％達成され

る見込み。
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4-4 橋梁の維持管理費用を含む短期維持管理

計画が RMD によって 2015 年 6 月までに

作成される。

・ 橋梁の維持管理費用を含む短期維持管理

計画が 2014 年 11 月に作成され、2015 年 7
月に RMD に承認された。

・ 100％達成。

4-5 トンネルの維持管理費用を含む短期維持

管理計画が RMD/BO UAD によって 2015
年 6 月までに作成される。

・ トンネルの維持管理費用を含む短期維持

管理計画が 2013 年 9 月に作成された。

・ 100％達成。

１）全国の橋梁・トンネルの管理基準の設定

全国の橋梁の管理基準は 2014 年 1 月に設定され、橋梁の短期・長期維持管理計画に盛

り込まれた。トンネルの管理基準は 2013 年 10 月に設定され、トンネルの短期維持管理計

画に盛り込まれた。

橋梁の維持管理レベルは、その橋梁が国際道路上、主要国道上、地方道上のいずれに位

置するかに応じて 3 段階に分類されている。国際道路と主要国道上に位置する橋梁につい

ては、予防保全により健全な状況を保つことが 優先されている。その他の国道上に位置

する橋梁については、事後保全によって維持管理されている。地方道上に位置する橋梁の

維持管理の優先度は低く、観察／モニタリングによって維持管理されている。トンネルの

維持管理レベルは分類されておらず、復旧工事の優先度は損損状況に応じて決められてい

る。

２）橋梁・トンネルの維持管理費算出を含む補修マニュアルの作成

橋梁の補修マニュアルは 2014 年 6 月に作成され、2015 年 7 月に 終化され、RMD、

PLUAD/UAD 及び DEP の職員に配布された。トンネルの補修マニュアルは 2014 年 6 月に

作成され、2015 年 6 月に 終化され、BO UAD 職員に配布された。

PLUAD/UAD 及び DEP の職員は、橋梁の補修マニュアルの質及び有用性を高く評価して

いる。また、BO UAD のトンネルサービス課長と Kolbaev トンネルのチーフは、トンネル

の補修マニュアルの質及び有用性を高く評価している。

３）橋梁の維持管理費算出を含む短期維持管理計画の作成

橋梁の維持管理費算出を含む短期維持管理計画（2015-2017）は、全国の橋梁の管理基準

に沿って 2014 年 11 月に作成され、2015 年 7 月に RMD に承認された。次期 3 年間の短期

維持管理計画は 2015 年 10 月に作成され、RMD に承認される予定である。橋梁の短期維

持管理計画は、個々の橋梁の評価結果、求められる道路の維持管理の水準、及び予算状況

を基に作成された。加えて、橋梁の短期維持管理計画を作成するにあたり、運転手の安全

も 優先課題として考慮された。橋梁の短期維持管理計画は、橋梁が「危機的な状態（critical 
condition）」や「差し迫った状態（imminent condition）」等深刻な状態に陥った場合、「事後

保全（corrective maintenance）」を行うために作成された。

４）橋梁の維持管理費算出を含む長期維持管理計画の作成

橋梁の維持管理費算出を含む長期維持管理計画（2015-2024）は、全国の橋梁の管理基準

に沿って 2014 年 11 月に作成され、2015 年 9 月または 10 月に RMD に承認される見込みで

ある。橋梁の長期維持管理計画は、個々の橋梁の評価結果、求められる道路の維持管理の

水準、及び予算状況を基に作成された。加えて、橋梁の長期維持管理計画を作成するにあ
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たり、維持管理予算の 小化と橋梁の耐用年数の延長も 優先課題として考慮され、また

ライフサイクルコスト（Life Cycle Cost：LCC）コンセプトの導入効果の比較も考慮しつつ、

作成された。

５）トンネルの維持管理費算出を含む短期維持管理計画の作成

トンネルの維持管理費用を含む短期維持管理計画（2014-2016）は、全国のトンネルの管

理基準に沿って 2013 年 9 月に作成された。

６）RMD による橋梁の短期・長期維持管理計画及び BO UAD によるトンネルの短期維持管

理計画の作成能力の向上

RMD 職員は、橋梁データベースシステムが整備されたことで、871 橋の短期・長期維持

管理計画を適切かつ効果的に作成することができるようになった。また、BO UAD 職員は、

トンネルデータベースシステムが整備されたことで、5 本のトンネルの短期維持管理計画

を適切かつ効果的に作成することができるようになった。

３－４ プロジェクト目標の達成の見込み

プロジェクト目標の達成の見込みは表３－７に示すとおりである。

プロジェクト目標の進捗度及び全般的な達成の見込みは満足できるものであり、プロジェクト

目標はプロジェクト終了時に達成されることが見込まれる。

表３－７ プロジェクト目標の達成の見込み

プロジェクト目標：MOTC の点検結果に基づいた橋梁・トンネルの維持管理に係る工費算出能

力が向上する。

指 標 達成状況と進捗度

１．橋梁・トンネルの内訳を含む維持管理予算

計画資料が 2015 年 6 月までに作成される。

・ 橋梁の内訳を含む維持管理予算計画資料

（2015-2017）が 2014 年 11 月に、トンネ

ルの内訳を含む維持管理予算計画資料

（2014-2016）が 2013 年 10 月に作成され

た。

・ 100％達成。

２．新たに整備されたデータベースシステムの

データが橋梁・トンネル維持管理予算の編

成に活用される。

・ 新たに整備されたデータベースシステムの

データが、2016 年度橋梁・トンネル維持

管理予算の編成に活用された。

・ 100％達成。

（１）プロジェクト目標の進捗度及び全般的な達成度

１）橋梁の内訳を含む維持管理予算計画資料（2016-2018）
橋梁の内訳を含む維持管理予算計画資料（2014-2016）は、2014 年 7 月に作成され、RMD

に承認された。また、橋梁の内訳を含む維持管理予算計画資料（2016-2018）は、2015 年 7
月に作成され、2015 年 9 月に RMD に承認される見込みである。

トンネルの内訳を含む維持管理予算計画資料（2014-2016）は、2014 年 7 月に作成され、

BO UAD/RMD に承認された。また、トンネルの内訳を含む維持管理予算計画資料
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（2015-2017）は作成中であり、2015 年 9 月に BO UAD/RMD に承認される見込みである。

２）2016 年度橋梁・トンネル維持管理予算の編成

2016 年度橋梁維持管理予算は RMD が編成中であり、2016 年度トンネル維持管理予算は

BO UAD が編成中である。新たに整備されたデータベースシステムのデータが、2016 年度

橋梁・トンネル維持管理予算の編成に活用されている。

３）MOTC の点検結果に基づいた橋梁・トンネルの維持管理に係る工費算出能力の向上

MOTC 職員の検査結果に基づいた橋梁・トンネルの維持管理に係る工費算出能力は、プ

ロジェクト活動を通じて著しく向上した。プロジェクトは、RMD 内に、データベースの

整備、日常維持管理、点検・評価、及び維持管理計画の策定から成る、橋梁・トンネルの

維持管理システムを構築できる環境を整えた。

３－５ プロジェクトの実施プロセス

（１）プロジェクト活動の進捗

JICA 専門家チームは、C/P と緊密な連携を取りながら日々の活動を遂行している。プロジ

ェクトの方針及び方向性に関する JICA 専門家チームと C/P 間のコンセンサスは、JCC にお

いて形成されている。プロジェクトでは、4 つのアウトプット（成果）を達成するためにさ

まざまな活動が計画され、プロジェクト活動は計画どおりに実施されている。また、プロジ

ェクト活動は、特段の遅れもなく実施された。

プロジェクト活動の進捗状況は、おおむね順調である。

（２）モニタリングと報告

プロジェクト活動の進捗は、JCC が定期的にモニタリングしている。第 1 回 JCC ミーティ

ングは 2013 年 8 月 22 日に、第 2 回ミーティングは 2014 年 1 月 30 日に、第 3 回ミーティン

グは 2014 年 8 月 28 日に、第 4 回ミーティングは 2015 年 1 月 29 日に、第 5 回ミーティング

は 2015 年 4 月 28 日に開催された。第 6 回ミーティングは 2015 年 11 月下旬に開催される予

定である。

プロジェクトでは、（ほぼ月に 1 度開催される）セミナー及び必要に応じてプロジェクト

活動の報告会を実施しており、報告体制は適切である。

JCC では、PDM 及び PO のモニタリングや改訂を行うなど本来の機能を発揮しており、プ

ロジェクトのマネジメント体制に大きな障害はみられない。

プロジェクトのモニタリングの仕組みと報告体制は構築されており、適切かつ効果的であ

る。

（３）JICA 専門家チームと C/P 間のコミュニケーション

日常的な実務については、JICA 専門家チームと C/P は毎日のように報告・連絡・相談を行

っている。C/P が全国に散在しているという状況において、実務レベルの定期会合を開催す

ることは困難であるため、JICA 専門家チームはさまざまな通信手段（e メール、電話等）を

活用することで、関係者間の頻繁なコミュニケーションを確保している。C/P は、JICA 専門

家チームとのコミュニケーションに特段問題はなかったと回答している。
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（４）C/P のオーナーシップ/参画

数名の C/P は所属機関での本来業務とプロジェクト活動を兼務しているため、プロジェク

ト活動に従事することが限られている。しかし、C/P はプロジェクト活動に十分な時間を割

くことが難しいにもかかわらず、プロジェクト活動に対し高いオーナーシップと強い参加意

欲をもっており、プロジェクト目標の重要性を十分に理解している。

（５）C/P の配置

C/P の配置は満足でき、プロジェクト活動に十分に関与しており、JICA 専門家チームと協

働して業務を遂行している。しかし、RMD には期限内にデータを収集するに足る職員が配置

が十分でなかったことから、プロジェクトは RMD 内にタスクフォースの設置を提案し、RMD
の承認手続き中である。C/P がより多数のスタッフを配置できていれば、プロジェクト活動

は、より円滑に実施されていたと考えられる。
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第４章 評価５項目による評価結果

４－１ 妥当性

以下に示す理由により、プロジェクトの妥当性は「非常に高い」と判断される。

（１）キルギスの国家道路セクター政策及び開発政策との整合性

プロジェクト目標「MOTC の点検結果に基づいた橋梁・トンネルの維持管理に係る工費算

出能力が向上する」と、プロジェクトの上位目標「キルギスの橋梁・トンネルの維持管理状

況が改善する」は、キルギス政府の「道路セクター開発戦略（Road Sector Development Strategy）
2015-2025」と整合している。同戦略においては、道路セクター開発は、物資・労働及び社会

サービスに関する近隣諸国及び地元市場へのアクセスを提供することによって国家経済開発

を推進することを目的としている。その目的を達成するために、国際道路・国道・地方道の

改修や適切な維持管理の実施、道路維持管理システムの改善、道路維持管理への民間セクタ

ーの参画等が言及されている。同戦略は、2015 年 10 月に承認される見込みである。

また、プロジェクト目標とプロジェクトの上位目標は、「キルギス国家持続可能な開発戦

略（National Sustainable Development Strategy for the Kyrgyz Republic）2013-2017」とも整合し

ている。同戦略の重点分野のひとつである「経済成長の質の改善」のなかに運輸・道路セク

ターが掲げられており、道路輸送がキルギスにおける主要な輸送手段であることにかんがみ、

国際輸送回廊と国内道路網の改修が優先項目とされている。

（２）わが国の援助政策との整合性

「対キルギス共和国国別援助方針」（2012 年 12 月）では、民主主義の定着を後押しする持

続的かつ均衡のとれた経済成長への支援を援助の基本方針としており、「運輸インフラ維持管

理と地域間格差の是正」、「社会インフラの再構築」が 2 重点分野に掲げらている。

また、国別援助方針に基づき、2014 年 5 月に作成された対キルギス共和国事業展開計画に

おける重点分野「運輸インフラ維持管理と地域間格差の是正」下の開発課題「運輸インフラ

の整備」のうち、「輸出競争力強化のための物流促進プログラム」の一環として、本プロジェ

クトが実施されている。同プログラムは道路網を中心とする運輸インフラ整備や輸出入の円

滑化のための支援を実施し、キルギスの大きな課題である持続的な維持管理を含む政策・計

画の策定・実施能力、技術力向上のための支援を行う。

（３）ターゲット･グループの選定の適切性及びターゲット･グループのニーズとの整合性

プロジェクトの主なターゲット・グループは、MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP
の職員である。ターゲット・グループは、橋梁・トンネルを維持管理する重要な役割を担っ

ており、職員の能力強化は急務である。よって、プロジェクトのターゲット・グループの選

定は適切であり、そのニーズと整合している。

（４）日本の技術の優位性

JICA は、開発途上国において運輸交通分野の技術協力プロジェクトを数多くしてきてお

り、キルギスにおける橋梁・トンネル維持管理状況の改善に資する優位な技術能力と経験を
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有する。プロジェクトは、JICA 専門家チームによる技術指導、C/P に対する研修/ワークショ

ップの実施、必要な資機材の供与を通じて、プロジェクト目標「MOTC の点検結果に基づい

た橋梁・トンネルの維持管理に係る工費算出能力が向上する」の達成に取り組んでいる。

４－２ 有効性

以下に示す理由により、プロジェクトの有効性は「高い」と判断される。

（１）プロジェクト目標達成の見込み

プロジェクトの 4 つのアウトプットは以下のとおりである。

１）橋梁・トンネル維持管理に必要な人員とともに、MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及び

DEP の役割分担が明確に定義される。

２）橋梁・トンネル情報を記録するデータベースシステムが整備され、維持管理計画に活用

する準備が整う。

３）DEP の橋梁・トンネルに関する日常維持管理能力及び PLUAD/UAD の点検・評価に係る

能力が強化される。

４）MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD、DEP の橋梁・トンネルの維持管理計画作成能力が強

化される。

これらは、プロジェクト目標「点検結果に基づく、MOTC による橋梁・トンネルの維持管

理費算出能力が向上する」を達成するために必要不可欠な要素である。プロジェクトは順調

に進んできており、プロジェクト目標は、4 つのアウトプットの活動を組み合わせることで

達成される可能性が高い。

（２）アウトプットとプロジェクト目標達成との関係

本プロジェクトのアウトプットは、成果１「役割分担の明確化」（ヒト）、成果２「データ

ベースシステムの整備」（モノ）、成果３「維持管理能力の強化」（技術）、成果４「維持管理

計画作成能力の向上」（カネ）である。4 つのアウトプットは、プロジェクト目標「点検結果

に基づいた橋梁・トンネルの維持管理に係る工費算出能力の向上」の達成するために、事業

を進めるうえで重要とされる「人・モノ・カネ・技術」の面から貢献しており、論理構成は

明確であり効果的であるといえる。

（３）PDM 上のプロジェクトの主な実績・成果

１）RMD 内に RAMS の設置

２）橋梁・トンネルの維持管理に携わる主要ステークホルダーの役割区分の明確化

３）キルギスと日本で実施された各種セミナー、ワークショップ、研修を通じた、橋梁・ト

ンネル維持管理に関する C/P の能力強化

４）プロジェクトが作成した主な成果物

ａ）橋梁・トンネルの維持管理データベースシステム

ｂ）全国の橋梁・トンネルの管理基準

ｃ）橋梁の短期維持管理計画

ｄ）橋梁の長期維持管理計画
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ｅ）トンネルの短期維持管理計画

ｆ）データベースシステムのデータ入力・操作マニュアル、橋梁維持管理マニュアル、ト

ンネル維持管理マニュアルといった各種マニュアル

（４）PDM 以外のプロジェクトの実績

１）プロジェクトが作成したマニュアル類の大学のシラバスへの採用

JICA 専門家チームと MOTC 職員は、道路セクターにおけるヤングプロフェッショナル

数の深刻な不足に対応するため、ビシュケクにある Kyrgyz State University of Construction, 
Transport and Architecture 及び Automobile Roads College において、プロジェクトが作成した

各種マニュアルを用いて、学生に道路・橋梁・トンネルの維持管理について講義を行った。

講義内容は、両大学の学生並びに教職員に十分に理解されており、講義の継続を提言され

た。そして、両大学は、プロジェクトが作成したマニュアル類を大学のシラバスに盛り込

むことを決定した。

２）「キルギス道路セクター開発戦略 2015-2025」への貢献

本プロジェクトは、「キルギス道路セクター開発戦略 2015-2025」の策定に貢献した。本

プロジェクトが算出した橋梁の 3 年間の維持管理費及びプロジェクトが作成した橋梁の短

期維持管理計画は、同戦略に盛り込まれた。同戦略は、2015 年 10 月にキルギス政府に承

認される見込みである。

３）道路の路面状態をリアルタイムで把握するために車両高度モニタリングシステム

（VIMS）の導入

本プロジェクトは、C/P が道路の路面状態をリアルタイムで把握できるよう、VIMS の導

入を支援した。同システムは、道路の路面状態を低コストでリアルタイムに把握すること

ができ、道路の効率的かつ効果的な維持管理を行うためには非常に重要である。

４）オシュ市の橋梁の点検・評価

プロジェクトは、オシュ市に存在する全橋梁の点検と、そのうち 3 橋の評価を行い、

Nurmatov Street Bridge が「差し迫った状態（imminent condition）」であることから早期に架

け替えすべきと結論づけた。

５）橋梁点検ポケットブックの作成

本プロジェクトは、橋梁の点検・評価を行う職員の技術向上を図るため、橋梁の構造上

の欠陥及び損傷に関する情報を概説する「橋梁点検ポケットブック」を作成し、橋梁の点

検・評価に携わる DEP 職員に配布した。

６）トンネル維持管理のための全地球測位システム（Global Positioning System：GPS）トラ

ッカーの導入

MOTC 関係者と JICA 専門家チームは、トンネルの適切な維持管理を行うために GPS ト

ラッカーを導入するか否かについて長い議論を交わしてきたが、技術導入の効果とデメリ

ットを比較検討した結果、導入することを決定した。そして、GPS トラッカーの導入は、

トラックの位置・作業状況を把握することができ、（特に冬期の除雪が必要な際の）トン

ネル維持管理に有効であることが証明された。さらに、同技術はトラックの位置を追うこ

とで、トンネル通行税の適切な徴収にも用いられている。
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７）トンネルの安全対策の促進

本プロジェクトは、トンネル（特に Kolbaev トンネル）内の交通安全確保を目的にさま

ざまな安全対策を講じている。その一環として、トンネル抗口に速度制限標識、及びトン

ネル抗口までの距離や方向等を表示する誘導表示板といった道路標識を追加設置した。ま

た、トンネル壁面は白色に、カーブは黄色と赤色を組み合わせて塗装され、反射板も設置

された。加えて、2014 年 12 月には、トンネル No. 1 と No. 2 に C/P 自作のデリネーター（道

路の線形を示す反射装置）が設置された。こうしたさまざまな安全対策は、トンネル内の

交通安全確保、及びトンネルを走行する運転手の安全確保に貢献している。

（５）成果とプロジェクト目標に対する外部条件の影響

PDM では、成果の外部条件として「対象セクターにおける主要開発パートナーからの技

術的・財政的支援が大幅に削減されない」を、プロジェクト目標の外部条件として「道路

の維持管理予算が大幅に削減されない」、「キルギス政府がプロジェクト活動の継続に必要

な予算と人員を確保する」、及び「橋梁・トンネルに大きなダメージを与えるような地震、

洪水といった極端な自然災害が発生しない」を設定している。成果とプロジェクト目標に

係る外部条件は生ずることなく、成果とプロジェクト目標の達成に影響を及ぼすことはな

かった。

（６）プロジェクト実施の貢献・阻害要因

プロジェクト実施に貢献した主な要因として、以下が挙げられる。

１）JICA 専門家チームと C/P 間の緊密な協働関係

２）MOTC 本省にプロジェクト事務所（執務スペースと付帯設備）の提供

３）C/P のプロジェクト活動に対する高い参加意欲

４）RMD 内に RAMS の設置

５）C/P（特に BO UAD のトンネルサービス課長）の高度技術の応用に対する熱意

プロジェクト実施を阻害した主な要因として、以下が挙げられる。

１）C/P の橋梁・トンネル維持管理に係る経験不足

２）協力期間中の C/P の頻繁な人事異動

３）協力期間中のプロジェクト・ダイレクターと副ダイレクターの辞職

４）全国に散在する C/P
５）限られる C/P の人的・財政的・物的資源

４－３ 効率性

以下に示す理由により、プロジェクトの効率性は「高い」と判断される。

（１）日本・キルギス側双方による投入の適切性

日本・キルギス側双方による投入は計画どおり適切に行われ、すべての投入は意図された

アウトプットを達成するために十分活用されており、投入の質、量、タイミングは適切であ

った。一方、C/P の配置の応対、頻繁な異動や辞職は、プロジェクト活動に負の影響をもた
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らした。

キルギス側からは、C/P の配置、プロジェクト事務所（執務スペースと付帯設備）が整備

され、プロジェクト活動の円滑な運営に貢献した。

（２）日本人専門家の適切性

短期専門家は、高い能力とともに、各分野で十分な経験を蓄積しており、プロジェクトで

期待された役割を十分に果たしている。

（３）プロジェクトで供与された機材の適切性

プロジェクト活動及び技術移転に必要な機材が供与された。これらの供与機材はプロジェ

クト運営のために有効活用されている。プロジェクトでは、供与された機材のモニタリング

及び維持管理を定期的に実施している。

（４）プロジェクト活動に従事する C/P の対応

プロジェクトの活動は、C/P に受容され、実施されている。これまでに実施されてきた C/P
に対する各種研修／セミナー／ワークショップは、参加者から高く評価されており、研修期

間、研修の方法論、講師のスキルと専門性に対する満足度は高い。

なお、一部の C/P は所属機関での業務とプロジェクト活動を兼務している。

４－４ インパクト

全般的なインパクトは以下の理由から「ポジティブ」であるといえる。

（１）プロジェクトの上位目標の達成見込み

プロジェクト期間中、維持管理計画に沿って、1 橋が架け替えられ、さまざまな設備が複

数のトンネルに設置された。よって、上位目標の指標「プロジェクトが設定した全国の橋梁・

トンネルの管理基準に基づいた維持管理計画によって選択された橋梁・トンネルが、補修・

架け替えられる」は、一部達成されており、プロジェクトの上位目標は今後達成されること

が期待できる。よって、プロジェクトの上位目標へのインパクトはポジティブであるといえ

る。

（２）協力実施によるポジティブ・インパクト

MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及び DEP の職員へのインタビューでは、プロジェクト

活動への参加を通じて、橋梁・トンネルの効率的かつ効果的な維持管理に係る知識とスキル

が向上したことが報告された。プロジェクトが「キルギス道路セクター開発戦略 2015-2025」
の策定に貢献したことは、協力実施によるポジティブなインパクトのひとつであると考えら

れる。

（３）協力実施によるネガティブ／間接的な／予期せぬインパクト

ネガティブ／間接的な／予期せぬインパクトは報告されていない。
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（４）プロジェクトが生み出した正のインパクトの持続性

プロジェクト終了後もポジティブなインパクトを持続させるためには、適切な人的、財政

的、物的資源の確保が求められる。さまざまな他の開発機関もキルギスにおける運輸セクタ

ー強化に取り組んでおり、必要な支援（特に財政的資源）が引き続き提供されることが期待

される。

４－５ 持続性

プロジェクトの持続性は、以下の理由から「ある程度高い」と判断される。

（１）政策面

国際道路・国道・地方道の改修や適切な維持管理及び道路管理システムの改善は、「キル

ギス道路セクター開発戦略 2015-2025」の主な優先分野のひとつに掲げられている。「キルギ

ス国家持続可能な開発戦略 2013-2017」も持続的な経済成長のために運輸・道路セクターを

重点分野と位置づけ、道路建設や道路改修を通した経済力の強化を高い優先項目としている。

キルギス政府の運輸セクターにおける戦略と政策は、協力期間終了後も引き続きプロジェク

ト効果の持続性にポジティブな影響を与えると期待される。

（２）組織面

橋梁・トンネルの維持管理を実施するうえで、C/P（MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD 及

び DEP）の役割と責任が明確に定義され、組織能力が強化された。さらに、プロジェクトは、

協力期間終了後の運営・管理能力の強化に向け、関係機関間の連携も推進した。プロジェク

ト終了後もプロジェクト効果を維持すべく C/P が関連活動を継続することが期待できる。

（３）財政面

C/P の財政的資源は、必ずしも十分ではないことが確認された。協力期間終了後もプロジ

ェクト活動を継続発展させるために、C/P は、プロジェクト終了後の協力効果の持続性を維

持するために十分な活動資金の確保に努める必要がある。

（４）技術面

プロジェクトの技術面での持続性を確保するために、RMD はプロジェクトが実施した技

術支援〔特に、各種研修の開催、各種成果物（橋梁・トンネルの維持管理データベースシス

テム、全国の橋梁・トンネルの管理基準、橋梁・トンネルの短期・長期維持管理計画、橋梁・

トンネルの維持管理マニュアル類など）の定期更新〕を継続させる必要がある。

C/P は、さまざまなプロジェクト活動を通じて、プロジェクト目標と上位目標について理

解を深めており、技術普及が効率的かつ効果的に実施されたと考えられる。

４－６ 結 論

評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）による全般的なプロジェクトの

成果は満足できると判断する。
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（１）妥当性：非常に高い

プロジェクトは、キルギス政府の国家運輸セクター政策及び開発政策、わが国の対キルギ

ス共和国国別援助方針、ターゲット・グループのニーズと今もなお整合している。ターゲッ

ト・グループの選定とプロジェクトのアプローチは適切であり、わが国の技術力と経験も十

分に生かされている。

（２）有効性：高い

プロジェクト目標は、プロジェクト終了時に達成されることが見込まれる。

（３）効率性：高い

投入の質、量及びタイミングは適切であり、すべての投入は意図されたアウトプットを達

成するために十分活用されている。

（４）インパクト：ポジティブ

上位目標の指標「プロジェクトが設定した全国の橋梁・トンネルの管理基準に基づいた維

持管理計画によって選択された橋梁・トンネルが、補修・架け替えられる」は、ある程度達

成されており、プロジェクトの上位目標は今後達成されることが期待できることから、これ

までのプロジェクトの上位目標へのインパクトはポジティブである。

ネガティブ／間接的な／予期せぬインパクトは報告されていない。

（５）持続性：ある程度高い

プロジェクトの持続性について、財政面で必ずしも十分ではないが、政策面、組織面、技

術面では持続性が確保されることが見込まれ、ある程度高いといえる。

（６）全般的な達成度：満足できる

詳細計画策定調査報告書、R/D、PDM、PO、プロジェクト・プログレス・レポート等のプ

ロジェクト関連報告書のレビュー、関連ステークホルダーからの質問票への回答、C/P、他の

開発パートナー、日本人専門家との面談や協議、現地視察並びに終了時評価調査団内での議

論の結果、プロジェクトの成果は満足できるとの評価に至った。
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第５章 提言及び教訓

５－１ 提 言

上位目標である「キルギスの橋梁・トンネルの維持管理状況が改善する」を達成するため、ま

た、プロジェクトの完了後のポジティブなインパクトを継続するために、評価チームは JICA 専

門家チームと C/P に対し、プロジェクト完了までと完了後の提言を以下のとおり、取りまとめた。

５－１－１ JICA 専門家チームへの提言

（１）プロジェクト成果品の 終化及び承認

JICA 専門家チームは、プロジェクトの完了までに、橋梁・トンネルの維持管理のための

データベースシステム、全国橋梁及びトンネル管理基準、短期及び長期の維持管理計画、

種々の維持管理マニュアル（ロシア語への翻訳を含む）等の成果品を 終化し、承認を得

ること。

（２）他の開発機関とのプロジェクト成果品の更なる向上のための共有

JICA 専門家チームは、プロジェクトにより作成されたさまざまな成果品を他の開発機関

と共有し、更なる改善のために、彼らの意見や協力を得ること。

（３）新組織である RAMS とのコミュニケーション促進

2015 年 3 月 11 日に設立された RAMS は、橋梁・トンネルの維持管理の責任を負う重要

な機関のひとつである。RAMS の設立から間もないため、その他の C/P と比べると JICA
専門家チームとの協働する時間が十分に確保されていない。よって、プロジェクト完了ま

でに JICA 専門家チームは RAMS へ技術移転し、コミュニケーションを促進していくこと。

（４）C/P による内部技術移転の支援

JICA 専門家チームは、マスタートレーナーから他の C/P への内部技術移転を支援するこ

と。年間数回のセミナーもしくはワークショップの開催が望ましい。

（５）上位目標の指標の検討

上位目標「キルギスの橋梁・トンネルの維持管理状況が改善する」の指標は、「プロジ

ェクトが設定した全国の橋梁・トンネルの管理基準に基づいた維持管理計画によって選定

された橋梁・トンネルが、補修・架け替えが行われる」であるが、上位目標をより明確に

モニタリングし、評価するために、その他の指標を追加すべきである。例えば、日常的な

維持管理により継続的に更新されるデータは、橋梁・トンネルの状況を評価する指標とな

り得る。

（６）提言の実施・モニタリング・フォローアップ活動の支援

JICA 専門家チームは、C/P が実施する提言された活動の実施状況をモニタリングすると

ともに、必要なフォローアップ活動を実施することを支援する。
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５－１－２ C/P への提言

（１）橋梁・トンネルの維持管理のモニタリング・評価体制の構築

本プロジェクトは、橋梁・トンネルの維持管理に係る知識・技術を移転してきた。橋梁・

トンネルの維持管理が適切に実施されるために、維持管理の実施状況がモニタリング及び

評価される体制の構築が強く推奨される。例えば、上部機関（RMD や RAMS）による、

データベースへの入力状況や入力データの適格性の定期的なチェック、補修実施状況に応

じて事務所の実績を評価するなどの体制が考えられる。

（２）橋梁・トンネル維持管理への強いコミット

橋梁・トンネルの維持管理による方法・知識はさまざまなプロジェクト活動を通じて、

移転されてきた。MOTC 短期及び長期の維持管理計画による維持管理の実施に強いコミッ

トを示すべきである。特に、MOTC は安全な交通を確保するために、架け替えが必要であ

る橋梁に焦点を当てている短期の維持管理計画に高い優先度を与えて実施すること。ま

た、トンネルの日常管理マニュアルは、DEP の頻繁な人事異動のため、5 つのトンネルに

十分に活用されているに至っていない。関係する DEP はこうしたマニュアルに沿って、ト

ンネルの日常管理を実施すること。

（３）プロジェクト成果品の改善

本プロジェクトで整備された成果品は、橋梁・トンネルの有効で効率的な維持管理のた

めに、情報収集されたデータに基づき、活用され、適宜更新されること。

（４）C/P の組織強化と情報ネットワークの構築

MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD、DEP は、橋梁・トンネルの有効で効率的な維持管理

を確実にするために、技術的・組織的な能力強化を継続すること。また、円滑に技術の水

平展開を実施するために、マスタートレーナーの適切な配置を行うこと。さらに、MOTC
本省、RMD、PLUAD/UAD、DEP は、円滑な維持管理を実施するために、情報を速やかに

共有するための情報ネットワークの構築が望まれる。

（５）他の開発機関とのパートナーシップの強化

MOTC は、橋梁・トンネルの有効で効率的な維持管理を実施するために、他の開発機関

とプロジェクト成果品を共有し、パートナーシップを強化すべきである。

（６）プロジェクトの完了後の必要なリソースの確保

プロジェクトのポジティブなインパクトを継続させるために、C/P により必要な財政

的・人的なリソースが確保されること。

（７）提言の実施・モニタリング・フォローアップ活動

C/P は各提言を実施し、進捗状況をモニタリングするとともに、必要なフォローアップ

活動を実施すること。
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５－２ 教 訓

評価チームは以下の教訓を記す。JICA は、今後実施される類似の技術協力プロジェクトの実

施にあたり、本プロジェクトの成果と教訓を活用すべきである。

（１）多面的な協働アプローチ

プロジェクトの成功のためには、明確なスコープに焦点を絞り、その目的を達成すること

が非常に重要である。同時にプロジェクトは、道路行政アドバイザー、日本の無償による供

与機材、先方政府や他ドナーによる寄与といったプロジェクト以外のリソースを活用する柔

軟性をもつべきである。橋梁・トンネルの維持管理は複数のコンポーネント・活動から成り

立っているため、プロジェクト以外のリソースを活用する多面的なアプローチが、プロジェ

クトの成功要因のひとつである。また、このアプローチは、協調の波及効果とより実りの多

い結果を生む。

（２）データベースシステム及びマニュアルの導入と組織の権限の明確化

本プロジェクトは、マニュアル・ガイドラインとともに、橋梁・トンネルのデータベース

システムを導入した。MOTC は、より良い橋梁・トンネルの維持管理を実施するために、こ

れらのシステムとマニュアルを使用している。これらのシステムとマニュアルの導入は、C/P
の仕事や日常業務の見直しを始めることにも寄与している。これらのシステムとマニュアル

の効果的な活用をめざすことが、現在の組織に必要な再構築と RMD と PLUAD/UAD/DEP 間

の権限の明確化につながり、同様にその逆の効果も発現する。

（３）橋梁・トンネル維持管理のための品質管理システムの構築

小さな欠陥は、橋梁・トンネルの耐久性に大きな影響を与え、維持管理コストの増加の要

因となり得る。初期欠陥が橋梁・トンネルの損傷のひとつの要因であることは本プロジェク

トにおいても明らかであり、施工時の初期欠陥を見つけることができる有効で効率的な品質

管理システムの構築が強く推奨される。品質管理システムの構築のために、下記のステップ

が提案される。

・橋梁・トンネルの初期欠陥を減らすための定期的な維持管理基準のレビュー

・橋梁・トンネルの補修・架替に先行する品質管理基準の開発

（４）C/P のさまざまな要望に応じたシステム・マニュアルの提供

C/P の要望と技術レベルに合わせて、システムやマニュアルを提供することは重要である。

また、いかに現況を改善するかその方法も重要である。他機関との多面的な協働によって、

C/P の要望をカバーすることができ、C/P の仕事・日常業務を改善することにも有効であり、

ひいては適切な橋梁・トンネルの維持管理につながる。

（５）日本技術の適応によるモチベーションとオーナーシップの向上

本邦研修並びに日本技術の紹介は、C/P のモチベーションとオーナーシップの向上につな

がった。BO UAD は、日本技術の紹介後、トンネルの交通安全施設を自ら作成し設置した。

C/P の要望に合致していれば、日本の技術がこのようなローカルの技術に適応され、C/P の
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動機づけにもつながる。
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１．調査日程

 

調査日程 

日付 
曜

日 
時間 項目/行程 滞在地 

2015 年 
8 月 8 日 

土  
【評価分析】岡山 10:00 発ビシュケク 18:55 着 

ビシュケク

2015 年 
8 月 9 日 

日 13:00 – 15:00 
JICA 専門家チーム総括との面談 

2015 年 
8 月 10 日 

月 
10:00 – 10:15 JICA キルギス事務所打合せ 
10:30 – 12:00 
14:00 – 15:00 

RAMS 職員との面談 

2015 年 
8 月 11 日 

火 10:00 – 12:00 
BO UAD と DEP 9 の職員との面談 

2015 年 
8 月 12 日 

水 10:00 – 12:00 
MOTC 大臣補佐官と PLUAD No. 1 職員との面談 

2015 年 8
月 13 日 

木 
15:00 – 16:00 世界銀行との面談 
16:30 – 17:30 アジア開発銀行との面談 

2015 年 
8 月 14 日 

金  
資料整理、合同終了時評価調査報告書作成準備 

2015 年 
8 月 15 日 

土  
資料整理、合同終了時評価調査報告書作成準備 

2015 年 
8 月 16 日 

日

. 
 

【評価分析】 
資料整理、合同終了時評価

調査報告書作成準備 

【団長・協力企画】 
成田 13:55 発 

2015 年 
8 月 17 日 

月 

 【団長・協力企画】ビシュケク 02:40 着 

09:00 – 10:30 
【団長・協力企画・評価分析】 
IPIG IDB 職員との面談 

13:00 – 17:00 日本側調査団内打合せ 
2015 年 

8 月 18 日 
火 

10:00 – 12:00 RMD マネジメント職員との面談 
16:30 – 17:30 世界銀行との面談 

2015 年 
8 月 19 日 

水 
10:00 – 12:00 

【評価分析】 
RMD マネジメント職員との面談 

07:00 – 18:00 【団長・協力企画】現地視察 
2015 年 

8 月 20 日 
木 10:00 – 12:00 

JCC での報告 

2015 年 
8 月 21 日 

金 
11:00 – 11:30 合同終了時評価報告書署名 
14:00 – 15:00 JICA キルギス事務所報告 

2015 年 
8 月 22 日 

土  
【団長・協力企画】 
ビシュケク 06:40 発 

【評価分析】 
ビシュケク 14:35 発 

 
2015 年 

8 月 23 日 
日  

成田 07:20 着 関西空港 17:55 着 
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主要面談者リスト 
 
＜キルギス側＞ 
(1) MOTC 

Mr. Esenbekov Tilek, Assistant to the Minister of Transportation and Communication 
 

(2) RMD 
Mr. Nurmanbetov Kadyrbek, Deputy Director / Ex-Project Manager (July 2013 to 20 July 2015) 
Mr. Kayinbaev Nurlan, Deputy Director / Project Manager (From 22 July 2015 to date) 
 

(3) RAMS 
Ms. Abdyrashim Kyzy Aigerim, Database Specialist / Counterpart 
Mr. Eraliev Nurlan, Lead Specialist / MT-S 
Mr. Jeldenov Akim, Lead Specialist / MT-S 
Mr. Seitaliev Istanbek, Head of Section / Counterpart 
 

(4) PLUAD 
Mr. Abyshov Tursunbek, Lead Specialist / MT-S, PLUAD No. 1 
 

(5) BO UAD 
Mr. Bazaraliev Beknazar, Head of Tunnel Service Section / Counterpart 
 

(6) 開発パートナー 
Ms. Aidai Bayalieva, Operations Officer, Transport & ICT, Urban Development, Water, World Bank 
Kyrgyz Republic Country Office 
Mr. Mirdin Eshenaliev, Senior Project Officer, ADB Kyrgyz Resident Mission 

 
＜日本側＞ 
(1) JICA キルギス事務所 

武村 勝将  Deputy Representative 
Guljan Suyunalieva Program Officer 
 

(2) プロジェクト専門家 
溝田 祐造  総括/橋梁維持管理 
 

２．主要面談者リスト
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３．協議議事録（M/M）及び合同評価報告書
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キルギス側投入実績 
 

(1) C/P スタッフの配置実績 

No. 氏名 
職位／組織名 

プロジェクトにおける職位 
専門分野 配置期間 備考 

1 Mamaev Kubanychbek Abdrahmanovich IPIG, Director    

2 Nurmanbetov Kadyrbek Rakymbekovich RMD, Deputy Director  

2013 年 7 月~ 

2015 年 7 月 20 日  

3 Kayinbaev Nurlan RMD, Deputy Director   2015年 7月 20日~  

4 Nogoev Nurmat RMD, PPAW, Head  

2013 年 7 月~ 

2014 年 11 月  

5 Milovatskaya Nina RMND, Chief Specialist  2013 年 7 月~  

6 SEITALIEV Istambek Chief Specialist, Head of Section  2013 年 7 月~  

7 Abdyrashim Kyzy Aigerim RMD, RAMS, Database Specialist Database Management 2013 年 7 月~  

8 Bazaraliev Beknazar Toktosunovich BO UAD, Head of Tunnel Service department Tunnel 2013 年 7 月~  

9 Shopokov Erjan BO UAD, DEP#9, Head of Kolbaev Tunnel Inspection & Evaluation (T) 2013 年 7 月~  

10 Chynaliev Erlanbek BO UAD, DEP#30, Head of Tunnel Service Inspection & Evaluation (T) 2013 年 7 月~  

11 Kojobekov Nasyr BO UAD, DEP#38, Head of Road Repair Section Inspection & Evaluation (T) 2013 年 7 月~  

12 Eraliev Nurlan  RMD, RAMS, Lead Specialist Inspection, data collection 2013 年 7 月~ MT-S 

13 Jeldenov Akim  RMD, RAMS, Lead Specialist Inspection, data collection 2013 年 7 月~ MT-S 

14 Amanov Kushtarbek  PLUAD#1, Chief Mechanic  2013 年 7 月~ MT-S 

15 Dubashev Nur  BO UAD, Lead Specialist  2013 年 7 月~ MT-S 
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No. 氏名 
職位／組織名 

プロジェクトにおける職位 
専門分野 配置期間 備考 

16 Abyshov Tursunbek PLUAD#1, Lead Specialist  2013 年 7 月~ MT-S 

17 Ashyrbaev Bakai PLUAD#1, DEP#43, Chief Specialist  2013 年 7 月~ MT-S 

18 Chengelov Baktybek BNT UAD, DEP-34, Chief Specialist Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

19 Toktonaliev Chyngyz PLUAD #1, DEP-42, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

20 Seitkaziev Baktybek PLUAD #1, DEP #954, Lead Specialist Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

21 Kulanbaev Askat PLUAD #3, DEP#20, Chief Specialist Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

22 Nurbaev Farhat PLUAD #3, DEP #8, Master Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

23 Suranbaev Munarbek PLUAD #3, DEP#18, Leading Specialist Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

24 Aralbaev Zamir BNT UAD, DEP #957, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

25 Askarbek uulu Kurmanbek BNT UAD, DEP #955, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

26 Bektemirov Nurlan BNT UAD, DEP-32, Foreman Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

27 Imanalieva Anara BNT UAD, DEP-34, Head of Technical Section Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

28 Samakov Taalaibek PLUAD #4, DEP-35, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

29 Omurov Altynbek  Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

30 Omukeev Azamat PLUAD #4, DEP#4, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

31 Sadraliev Nurkan PLUAD#5, Leading Specialist Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

32 Joldoshev Shadybek PLUAD #6, DEP#50, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

33 Janseitov Almaz PLUAD #6, DEP#52, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

34 Junusov Toktogul OSI UAD, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

35 Joroev Janybek OSI UAD, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

36 Turdubaev Alimbek OSI UAD, DEP#21, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 
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No. 氏名 
職位／組織名 

プロジェクトにおける職位 
専門分野 配置期間 備考 

37 Usenov Rajap OSI UAD, DEP-45, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

38 Maksutov Sulaiman OSI UAD, DEP-959, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

39 Akmatov Ikramali OBI UAD, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

40 Shaibekov Mustafa OBI UAD, DEP#13, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 

41 Anarbaev Erkin OBI UAD, DEP #46, Chief Engineer Inspection & Evaluation (B) 2013 年 7 月~ MT-B 
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(2) ローカルコスト負担等 

（単位：キルギス・ソム） 

費目 2013 年度 2014 年度 
2015 年度 

(2015 年 7 月時点) 
合計 

Equipment 64,000 64,000 16,000 144,000 

Business Trip 273,000 121,500 162,000 556,500 

合 計 337,000 185,500 178,000 700,500 
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研修員受入実績 

No. 研修員氏名 
受入期間 

研修コース名 研修内容 受入機関 研修時の所属機関 現在の所属機関 
から まで 

1 Nurmanbetov 
Kadyrbek 

2014 年 

9 月 12 日 

2014 年 

9 月 24 日 

1st Counter Part 

Training 

Bridge and Tunnel 

Maintenance 
JICA Deputy Director, RMD Resigned 

2 Nogoev 
Nurmat 

2014 年 

9 月 12 日 

2014 年 

9 月 24 日 

1st Counter Part 

Training 

Bridge and Tunnel 

Maintenance 
JICA Head PPAW, RMD Head, DEP 34 

3 Esenbekov 
Tilek 

2014 年 

9 月 12 日 

2014 年 

9 月 24 日 

1st Counter Part 

Training 

Bridge and Tunnel 

Maintenance 
JICA Specialist, PPAW, RMD Specialist, PPAW, 

RMD 

4 
Dubashev Nur

2014 年 

9 月 12 日 

2014 年 

9 月 24 日 

1st Counter Part 

Training 

Bridge and Tunnel 

Maintenance 
JICA Specialist BO UAD  IPIG 

5 Sadraliev 
Nurkan 

2014 年 

9 月 12 日 

2014 年 

9 月 24 日 

1st Counter Part 

Training 

Bridge and Tunnel 

Maintenance 
JICA Leading Specialist 

PLUAD#5 
Leading Specialist 

PLUAD#5 
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PDM version 4.0 
 
Project Name: The Project for Capacity Development for Maintenance Management of Bridges and Tunnel 
Period (Tentative): July 2013 – December 2015 
Implementation Organizations: Ministry of Transport and Communications (MOTC) 
Project Sites: MOTC’s HQ, Bridges on International and National Roads and 5 Tunnels in the Kyrgyz 
Target Groups: Staff members of MOTC’s HQ, RMD, PLUADs/UADs and DEPs Date: April 2015 
 

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of 
Verification Important Assumptions 

Overall Goal
Maintenance status of bridges and tunnels is 
improved in Kyrgyz.  

A bridge and a tunnel chosen by maintenance 
management plan based on the nation-wide management 
criteria which is prepared in the project are repaired / 
replaced. 

  

Project Purpose
MOTC’s capacity is improved for maintenance cost 
estimation of bridges and tunnels on the basis of 
inspection results 

1. Maintenance budget document with breakdowns for 
bridges and tunnels is prepared by [June 2015]. 

1. Maintenance budget 
document for bridges 
and tunnels 

Level of road 
maintenance budget 
does not decrease 
dramatically. 
The Government of 
Kyrgyz secure 
necessary budget and 
personnel to continue 
activities. 
A drastic natural 
disaster such as 
earthquake, flood, 
etc. with the high 
risk of damages on 
bridges and tunnels 
do not occur in 
Kyrgyz. 

2.
Data from the newly developed database system is 
utilized for formulating maintenance budget for bridges 
and tunnels. 

2. Analysis of the quality 
of data for bridges and 
tunnels, project report

Outputs 
1. Demarcation of MOTC HQ, RMD, 

PLUADs/UADs and DEPs is clearly 
identified with necessary staffing for the 

1-1
Demarcation of MOTC HQ, RMD, PLUADs/UADs and 
DEPs for maintenance management of bridges and 
tunnels becomes clear and approved by MOTC. 

1-1 MOTC documents for 
organization, project 
report. 

Technical and 
financial assistance 
from major 
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maintenance management of bridges and 
tunnels. 1-2

Roles of MOTC HQ, RMD, PLUADs/UADs and DEPs 
in the maintenance management of bridges and tunnels 
are implemented. 

1-2 Project report. 
development 
partners in the sector 
does not decrease 
dramatically. 2. A database system to record information on 

bridges and tunnels is developed and ready 
for maintenance planning. 

2-1
A database system with necessary information for 
maintenance planning of bridges and tunnels is 
developed by [July 2015]. 

2-1 Database system. 

2-2 A manual for data input is developed by [July 2015]. 2-2 Project report, 
training reports. 

2-3 [B] 30 master trainers for data collection and input are 
trained and certified by [July 2015]. 

2-3 Project report, master 
trainers’ reports. 

2-4
[B] All the master trainers hold at least three (3) 
workshops on data collection and input for their 
responsible sections. 

2-4 Analysis of the 
quality of data on the 
database, project 
report. 

2-5 [T] All the staff members trained for data collection and 
input pass the final exam. 

2-5 Track record of 
periodical update of 
the database, analysis 
of data, project 
report. 

2-6
[B] RMD operates and develops the DB system 
[T] BO UAD operates and develops the DB system 
under the supervision of RMD. 

2-6 DB system operated 
and developed by 
RMD staff. 

3. Capacity of DEPs for routine maintenance 
and capacity of PLUADs/UADs for 
inspection and condition rating of bridges 
and tunnels are enhanced. 

3-1 A routine maintenance manual is developed by [B] 
[November 2014] and [T] [November 2014] 

3-1 DEPs routine 
maintenance reports. 

3-2

Through the review by all the PLUADs/UADs, more 
than 90% of DEPs are determined to implement routine 
maintenance of bridges/tunnels in accordance with a 
newly created routine maintenance manual 

3-2 Project report, 
training reports. 

3-3 [B] 30 master trainers for inspection and condition rating 
are trained and certified by [June 2015] 

3-3 Project reports, 
master trainers’ 
reports. 

3-4
[B] All the master trainers hold at least three (3) 
workshops on inspection and condition rating for their 
responsible sections 

3-4 PLUADs/UADs’ 
input for database 
system, analysis of 
the quality of the 
data. 
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3-5
[B] 100% of the results of inspection and condition 
rating implemented by Master Trainers are evaluated to 
be accurate by RMD by [June 2015] 

3-5 BO UADs/DEPs’ 
input for database 
system, analysis of 
the quality of the 
data. 

3-6 [T] All the staff members trained for inspection and 
condition rating pass the final exam  

3-7
[T] 100% of the results of inspection and condition 
rating implemented by BO UAD/DEP are evaluated to 
be accurate by RMD by [June 2015] 

 

4. 

Capacity of MOTC’s HQ, RMD, 
PLUADs/UADs and DEPs for preparing 
maintenance management plans on bridges 
and tunnels is enhanced. 

4-1 A nation-wide management criteria is developed by [B] 
[November 2013] and [T] [November 2013] 

4-1 A long-term plan for 
maintenance 
management for 
bridges. 

4-2 A repair methods manual is developed by [B] 
[November 2013] and [T] [November 2014] 

4-2 A short-term plan for 
maintenance 
management for 
bridges. 

4-3

[B] A long-term plan for maintenance management of 
bridges in consideration of LCC is prepared by RMP in 
accordance with the nation-wide management criteria by 
[June 2015] 

4-3 A short-term plan for 
maintenance 
management for 
tunnels. 

4-4
[T] A short-term plan with cost estimation for 
maintenance management of tunnels is prepared by 
RMD/BO UAD by [June 2015] 

 

4-5
[T] A short-term plan with cost estimation for 
maintenance management of tunnels is prepared by 
RMD/BO UAD by [June 2015] 

 

Activities Inputs Pre-conditions Kyrgyz Side Japanese Side 
1-1 To collect information regarding other 

partners and each section’s staffing, etc. 
1. Counterparts for the project 

1) Project Director 
2) Project Manager 
3) Counterparts 
 

2. Office for the Project with office furniture 

1. Experts 
1) Team Leader / Bridge 

Maintenance Expert (1) 
2) Deputy Team Leader / Bridge 

Maintenance Expert (2) 
3) Bridge Maintenance Expert (3) 

MOTC coordinates 
the project activities 
of other donors and 
JICA properly. 
 
The management of 

1-2 To identify the most suitable section to take 
charge of each of collection, input and 
analysis of data on bridges and tunnels for a 
database system. 
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1-3 To identify the most suitable section to take 
charge of each of inspection, evaluation, 
maintenance plan preparation, and 
implementation of maintenance and repair 
of bridges and tunnels. 

and utilities such as internet connectivity, 
telephone line, electricity, etc. 
 

3. Running Expenses necessary for the 
implementation of the Project including 
travel expenses and allowances for the 
participants of the trainings with the 
exception for some participants. 

4) Tunnel Expert-1 (Structure) 
5) Tunnel Expert-2 (Facilities) 
6) Database Expert 
7) Cost Estimator / Detailed Bridge 

Inspection 
8) Coordinator / Bridge Inspection 

Assistant 
9) Bridge Maintenance Expert (4) / 

Assistant for Detailed Bridge 
Inspection / Assistant for 
International Roughness Index 
(IRI) Survey 

10) IRI Survey Expert 
11) Local Coordinator 
 

2. Equipment 
1) Lighting Facilities 
2) Schmidt Hammers 
3) Test Hammers 
4) Infrared camera 
5) Electric drill 
6) VIMS 
 

3. Trainings in Japan 
Training in Japan will be implemented 
twice during the implementation of the 
Project. The schedule and participants 
of the training in Japan are as follows:
1) Schedule 

1st training: September 2014 
2nd training: September 2015 

2) Participants 
5 persons for each training 
Participants will be chosen from 
the member of counterparts and 
master trainers of the Project 
 

Inputs other than indicated here will be 

MOTC is committed 
to the Project. 
 
Trained counterparts 
do not resign, or are 
transferred, too 
frequently. 
 
Kyrgyz side provides 
appropriate financial 
and personnel 
allocation for the 
Project. 
 
Kyrgyz and other 
neighboring 
countries do not fall 
into conflict or 
turmoil due to social, 
economic, political 
reasons or famine. 

  
2-1 To collect information regarding other 

partners and current conditions of bridges 
and tunnels, etc. 

2-2 To create a database system including 
dimension of bridges and tunnels. 

2-3 [B] To establish the procedure for data input 
and reporting. 

2-4 [B] To draft, review and finalize a manual 
for data input. 

2-5 [B] To implement master trainers’ trainings 
on data collection and input. 

2-6 [B] To implement trainings by master 
trainers for staff members of 
PLUADs/UADs and DEPs for data 
collection and input. 

2-7 [B] To collect and input data of inspection, 
condition rating and costing of each bridge 
by staff members of RMD. 

2-8 [T] To establish the procedure for data input 
and reporting. 

2-9 [T] To create a manual for data input. 
2-10 [T] To implement trainings for staff 

members of BO UAD/DEPs for data 
collection and input. 

2-11 [T] To collect and input data of inspection, 
condition rating and costing of each tunnel 
by staff members of BO UAD/DEPs. 

  
3-1 [B] To draft, review and finalize a routine 

maintenance manual. 
3-2 [B] To draft, review and finalize an 

inspection and condition rating manual. 
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3-3 [B] To implement master trainers’ trainings 
on inspection and condition rating. 

determined through mutual consultation 
between JICA and MOTC during the 
implementation of the Project, as 
necessary. 

3-4 [B] To implement trainings by master 
trainers for staff members of 
PLUADs/UADs and DEPs for inspection. 

3-5 [B] To carry out inspection by staff 
members of RMD/PLUADs/UADs/DEPs. 
To carry out condition rating by staff 
members of RMD. 

3-6 [T] To create a routine maintenance manual.
3-7 [T] To create an inspection and condition 

rating manual. 
3-8 [T] To implement trainings for staff of BO 

UAD/DEPs for inspection and condition 
rating. 

3-9 [T] To carry out inspection and condition 
rating by staff members of BO UAD/DEPs. 

  
4-1 [B] To establish a nation-wide management 

criteria for bridges. 
4-2 [B] To draft, review and finalize a repair 

methods manual including cost estimation. 
4-3 [B] To implement trainings for staff of RMD 

on detailed survey and cost estimation for 
preparing a long-term plan for maintenance 
management of bridges. 

4-4 [B] To prepare a long-term plan for 
maintenance management of bridges by staff 
members of RMD. 

4-5 [B] To implement trainings for staff 
members of RMD on preparing a short-term 
plan for maintenance management of 
bridges. 

4-6 [B] To prepare a short-term plan for 
maintenance management of bridges by staff 
members of RMD. 

4-7 [T] To establish a management criteria for 
tunnels. 
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4-8 [T] To create a repair method manual 
including cost estimation. 

4-9 [T] To prepare a short-term plan for 
maintenance management for tunnels 
through trainings for staff of RMD/BO 
UAD/DEPs. 
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評価グリッド 
 

達成度と実施プロセス 
チェック項目 

指標（クライテリア／方法） 必要な情報／データ 情報源 データ収集方法 
主なポイント 質問内容 

達成度・実績     
アウトプット達

成の進捗状況 
1. 橋梁・トンネル維持管理に必要

な職員とともに、MOTC 本省、

RMD、PLUAD/UAD、及び DEP
の役割区分がどの程度明確に

定義されたか 

1. 橋梁・トンネル維持管理に携わる

MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD、

DEP 間の役割区分が明確にされ、

MOTC に承認される 

- プロジェクト資料・報告書 
- 関係機関の役割区分に関するワークシ

ョップ報告書 
- MOTC 組織報告書 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

2. 橋梁・トンネル維持管理に携わる

MOTC 本省、RMD、PLUAD/UAD、

DEP の役割が実行される 
2. 橋梁・トンネル情報を記録する

データベースシステムがどの

程度整備され、維持管理計画に

活用されたか 

1. 橋梁・トンネルの維持管理計画に必

要な情報データベースシステムが

[2015 年 7 月]までに整備される 

- プロジェクト資料・報告書 
- 入力マニュアル 
- データ収集・入力に係る訓練報告書 
- データ収集・入力に関するワークショ

ップ報告書 
- データベース整備に関するワークショ

ップ報告書 
- データベースの定期更新の履歴 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

2. 入力マニュアルが[2015 年 7 月]まで

に作成される 
3. [B]30 名のマスタートレーナーが

[2015 年 7 月]までにデータ収集・入

力に係る訓練を受け、認定される 
4. [B]すべてのマスタートレーナーが

所属部署でデータ収集・入力に関す

るワークショップを最低3回開催す

る 
5. [T]データ収集・入力に係る訓練を受

けた全職員が最終試験に合格する 
6. [B]RMDがデータベースシステムを

運用・整備する 
[T] BO UAD が RMD の監督のもと

データベースシステムを運用・整備

する 
3. DEP の橋梁・トンネルに関する

日常維持管理能力及び

PLUAD/UAD の点検・評価・判

定に係る能力がどの程度向上

1. [B]の日常維持管理マニュアルが

[2014 年 11 月]までに、[T]の日常維

持管理マニュアルが[2014 年 11 月]
までに作成される 

- プロジェクト資料・報告書 
- 橋梁/トンネルの日常維持管理マニュ

アル 
- 橋梁・トンネルの点検・評価・判定マ

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

７
．
評
価
グ
リ
ッ
ド
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チェック項目 
指標（クライテリア／方法） 必要な情報／データ 情報源 データ収集方法 

主なポイント 質問内容 
されたか 2. すべての PLUAD/UAD のレビュー

を通じて、90％以上の DEP が新た

に作成された日常維持管理マニュ

アルに沿って橋梁/トンネルの日常

維持管理を実施することを決定す

る 

ニュアル 
- 点検・評価・判定に係る訓練報告書 
- 点検・評価・判定に関するワークショ

ップ報告書 
- DEP の日常維持管理報告書 

3. [B]30 名のマスタートレーナーが

[2015 年 6 月]までに点検・評価・判

定に係る訓練を受け、認定される 
4. [B]すべてのマスタートレーナーが

所属部署で点検・評価・判定に関す

るワークショップを最低3回開催す

る 
5. [B]マスタートレーナーによる点

検・評価・判定結果が 100％正確で

あると RMD が[2015 年 6 月]までに

評価する 
6. [T]点検・評価・判定に係る訓練を受

けた全職員が最終試験に合格する 
7. [T]BO UAD/DEP による点検・評

価・判定結果が 100％正確であると

RMD が[2015 年 6 月]までに評価す

る 
4. MOTC 本省、RMD、

PLUAD/UAD、DEP の橋梁・ト

ンネルの維持管理計画作成能

力がどの程度向上されたか 

4-1 全国の[B]の管理基準が[2013 年 11
月]までに、全国の[T]の管理基準が

[2013 年 11 月]までに設定される 

- プロジェクト資料・報告書 
- 橋梁・トンネルの補修マニュアル 
- 橋梁の長期維持管理計画 
- 橋梁の短期維持管理計画 
- トンネルの短期維持管理計画 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

4-2 [B]の補修マニュアルが[2013 年 11
月]までに、[T]の補修マニュアルが

[2014 年 11 月]までに作成される 
4-3 [B]LCC を考慮した橋梁の長期維持

管理計画が RMP により全国の管理

基準に沿って[2015 年 6 月]までに作

成される 
4-4 [B]橋梁の維持管理費用を含む短期

維持管理計画が RMD によって

[2015 年 6 月]までに作成される 
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チェック項目 
指標（クライテリア／方法） 必要な情報／データ 情報源 データ収集方法 

主なポイント 質問内容 
4-5 [T]トンネルの維持管理費用を含む

短期維持管理計画が RMD/BO UAD
によって[2015 年 6 月]までに作成さ

れる 
プロジェクト目

標の達成予測 
プロジェクト目標「MOTC の点検結

果に基づいた橋梁・トンネルの維持

管理に係る工費算出能力が向上す

る」がどの程度達成される見込みか

1. 橋梁・トンネルの内訳を含む維持管

理予算計画資料が[2015 年 6 月]まで

に作成される 

- プロジェクト資料・報告書 
- 橋梁・トンネルの予算計画資料 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

2. 新たに整備されたデータベースシ

ステムのデータが橋梁・トンネル維

持管理予算の編成に活用される 
実施プロセス     
活動の進捗状況 - 現時点においてプロジェクト活動

は計画通りに実施されているか 
- 計画値との比較 - 当初計画の PO と現時点の PO のデー

タ 
- プロジェクト報告書 
- 関係者の意見 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 
- 視察 

モニタリング - プロジェクトのモニタリングの仕

組みは適切かつ効果的であるか 
- プロジェクトのマネジメント体制のた

めのモニタリングの仕組みが構築され

ているか 

- プロジェクト報告書 
- 関係者の意見 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

- モニタリング結果はプロジェクト

管理に反映されているか 
- モニタリングの仕組みはプロジェクト

活動の進捗状況をチェックするのに効

果的であるか 

- プロジェクト報告書 
- 関係者の意見 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

関係機関間の情

報伝達 
- プロジェクトを管理するために関

係機関間の情報伝達は定着されて

いるか 

- 左欄と同じ - 関係者の意見 - C/P 
- JICA 専門家 

- 質問票 
- インタビュー 

関連ステークホ

ルダーのオーナ

ーシップ／参画 

- プロジェクト実施中実施機関と関

係機関間の協力は強化されている

か 

- 関連機関間の協力の度合い - 関係者の意見 - C/P 
- JICA 専門家 

- 質問票 
- インタビュー 

- 対象国の指定管理者はプロジェク

ト管理にどの程度参画しているか

- 責任者によるプロジェクト管理の参画

の度合い 
- 議事録 
- 関係者の意見 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

- カウンターパートはプロジェクト

活動にどの程度関与しているか 
- カウンターパートの態度 - 議事録 

- 関係者の意見 
- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

- カウンターパートはプロジェクト

活動に自発的であるか 
- カウンターパートの態度 - 議事録 

- 関係者の意見 
- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 
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チェック項目 
指標（クライテリア／方法） 必要な情報／データ 情報源 データ収集方法 

主なポイント 質問内容 
カウンターパー

トの配置 
- カウンターパートは適切に配置さ

れているか（質・量・タイミング）

- カウンターパートの配置状況 - プロジェクト報告書 
- 関係者の意見 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

[B]：橋梁  [T]：トンネル 
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評価5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性） 
チェック項目 

クライテリア／方法 必要な情報／データ 情報源 データ収集方法 
主なポイント 質問内容 

妥当性      
対象国の開発政

策との整合性 
- プロジェクトは対象国の開発政策

またはセクター計画に現在も整合

しているか 

- プロジェクト目標が開発政策またはセ

クター計画に現在も整合しているかを

確認 
- プロジェクトの上位目標が開発政策ま

たはセクター計画に現在も整合してい

るかを確認 

- 対象国の開発政策またはセクター計画 - C/P - 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

日本の援助政策

との整合性 
- プロジェクトは日本の援助政策に

現在も整合しているか 
- 対象国における対象セクターの強化が

日本の援助政策において優先されてい

るかを確認 

- 対対象国援助方針 - 外務省 
- JICA 現地事務

所 

- 資料レビュー 

ターゲット・グ

ループの選定の

適切性 

- ターゲット・グループの選定は適

正か 
- ターゲット・グループがプロジェクト

によって直接得る便益を確認 
- 関係者の意見 - JICA 専門家 

- C/P 
- 質問票 
- インタビュー 

ターゲット・グ

ループのニーズ

との整合性 

- プロジェクトはターゲット・グル

ープのニーズに合致しているか 
- ターゲット・グループがプロジェクト

によって得た（得るであろう）便益を

確認 

- 関係者の意見 - JICA 専門家 
- C/P 

- 質問票 
- インタビュー 

日本の技術の優

位性 
- 日本の技術協力は対象セクターの

能力強化を支援しているか 
- 日本に対象技術のノウハウが蓄積され

ているか、日本の経験を生かせるかを

確認 

- 関係者の意見 - C/P - 質問票 
- インタビュー 

有効性      
プロジェクト目

標の達成予測 
- プロジェクト期間終了時までにプ

ロジェクト目標の達成の見込みは

あるか 

- PDM のプロジェクト目標の指標に基

づいて達成度を検証 
- PDM 
- PO 
- プロジェクト報告書 
- 各指標の現時点のデータ 
- 関係者の意見 

- JICA 専門家 
- C/P 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

プロジェクト目

標へのアウトプ

ットの貢献 

- アウトプットは、プロジェクト目

標を達成するために十分であるか

どうか。「アウトプットが全て達成

されればプロジェクト目標は達成

されるだろう」という論理に無理

はないか 

- PDM の論理を確認 - 関係者の意見 - JICA 専門家 
- C/P 

- 質問票 
- インタビュー 

外部条件による

影響 
- 外部条件はプロジェクト達成に影

響を及ぼしているか 
- 研修の受講生が実施機関と関係機関に

継続勤務するか 
- 関係者の意見 - JICA 専門家 

- C/P 
- 質問票 
- インタビュー 

貢献・阻害要因 - プロジェクト実施の進捗に貢献し

ている要因 
- プロジェクト実施の進捗に貢献してい

る要因を確認 
- 関係者の意見 - JICA 専門家 

- C/P 
- 質問票 
- インタビュー 
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チェック項目 
クライテリア／方法 必要な情報／データ 情報源 データ収集方法 

主なポイント 質問内容 
- プロジェクト実施の進捗を阻害し

ている要因 
- プロジェクト実施の進捗を阻害してい

る要因を確認 
- 関係者の意見 - JICA 専門家 

- C/P 
- 質問票 
- インタビュー 

効率性      
アウトプットの

達成度 
- 投入は適切か - 実績と目標値との比較 - プロジェクト報告書 

- PO 
- 関係者の意見 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

- 現時点において意図されたアウト

プットを産出するために十分な投

入であったか 

- 実績と目標値との比較 - プロジェクト報告書 
- PO 
- 関係者の意見 

- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

貢献・阻害要因 - 投入の質・量・タイミングは適切

か 
- 実績と目標値との比較 - プロジェクト報告書 

- 関係者の意見 
- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

- 外部条件によるアウトプットの達

成に影響はないか 
- 外部条件が発生したかを確認 - プロジェクト報告書 

- 関係者の意見 
- C/P 
- JICA 専門家 

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

インパクト      
上位目標の達成

予測 
- 上位目標はプロジェクトの効果と

して発現が見込まれるか 
- PDM の論理を確認 
- 上位目標に影響を及ぼす外部条件を確

認 

- プロジェクト報告書 
- 関係者の意見 

- C/P 
- JICA 専門家 
- 開発パートナー

- 資料レビュー 
- 質問票 
- インタビュー 

その他のインパ

クト 
- 上位目標以外の効果・影響（直接

または間接、プラスまたはマイナ

ス、意図されたまたは意図されて

いない）が想定されるか 

- 上位目標以外の効果・影響（直接また

は間接、プラスまたはマイナス、意図

されたまたは意図されていない）を確

認 

- 関係者の意見 - C/P 
- JICA 専門家 
- 開発パートナー

- 質問票 
- インタビュー 

持続性      
プロジェクトが

もたらす効果の

見込み 

- プロジェクトがもたらす効果はプ

ロジェクト期間終了後も持続する

か 

- プロジェクト活動はプロジェクト期間

終了後も実施機関と関係機関により継

続されるか 
- 実施機関はプロジェクト期間終了後も

プロジェクト活動を持続・管理するこ

とができるか 

- 関係者の意見 - C/P 
- JICA 専門家 
- 開発パートナー

- 質問票 
- インタビュー 

政策・制度面 - 当該国政府は対象セクターまたは

サブセクターを現在も優先してい

るか 

- 当該国の対象セクターまたはサブセク

ターに関する政策 
- 関係者の意見 - C/P 

- JICA 専門家 
- 開発パートナー

- 質問票 
- インタビュー 
- 資料レビュー 

- 実施機関と関係機関の役割は明確

にされ、関連機関間に共有されて

いるか 

- 左欄と同じ - 関係者の意見 - C/P 
- JICA 専門家 

- 質問票 
- インタビュー 
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チェック項目 
クライテリア／方法 必要な情報／データ 情報源 データ収集方法 

主なポイント 質問内容 
組織・財政面 - 実施機関と関係機関の財務状況は

良好か 
- 左欄と同じ - 関係者の意見 

- 実施機関と関係機関の予算記録 
- C/P 
- JICA 専門家 
- 開発パートナー

- 質問票 
- インタビュー 
- 資料レビュー 

- 実施機関と関係機関にはプロジェ

クト期間終了後も効果をあげてい

くための活動を実施するに足る能

力はあるか（人材、財源、組織能

力など） 

- 実施機関と関係機関の活動計画 - 関係者の意見 
- 活動計画 

- C/P 
- JICA 専門家 
- 開発パートナー

- 質問票 
- インタビュー 
- 資料レビュー 

技術面 - プロジェクトで移転されるスキル

／技術は実施機関と関係機関に受

容されつつあるか 

- 研修結果 - 関係者の意見 - C/P 
- JICA 専門家 

- インタビュー 
- 質問票 

- 機器の維持管理は適切に行われて

いるか 
- 機器の状態 - 関係者の意見 

- 視察 
- C/P 
- JICA 専門家 

- インタビュー 
- 質問票 
- 視察 
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プロジェクト活動計画・実績表（PO）Version 2.0 
 

 
 

1 1 1 1

Plan 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)

1 1 1 1

Plan 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)

1 1 1 1

Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1
Actual 1 (Completed)
Plan 1
Actual 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1
Actual

1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)
Plan 1 1
Actual (Completed)

1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)

1 1

Plan 1
Actual (Completed)
Plan 1
Actual 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1
Actual 1 (Completed)
Plan 1 1 1
Actual 1 1 1 (Completed)

Hiroi/
Watanabe

2-7-3 To review the  data considering the LCC aspect. Watanabe

2-11-1 To input the data based on draft of the manual. Hiroi/
Watanabe

2-10

2-12

2-3

Watanabe

[B] To implement MTs’ trainings on data collection and input.

2-5-2 To input the data  on secondary  inspection. Watanabe

2-6-1

2-6

2-7 [B] To collect and input data of inspection, condition rating and cost of
each bridge by staff members of RMD.

[B] To implement trainings by MTs for staff members for data collection
and input.

2-1-1 To collect existing data/ information on a database system in MOTC.

2-8

2-9

[B] To draft, review and finalize a manual for data input.

2-5

[B] To establish the procedure for data input and reporting.

2-7-1

Watanabe

To collect and input data based on primary inspection. Watanabe

2-1 To collect information regarding other partners and current conditions of
bridges and tunnels, etc.

1-2-1 To prepare guidelines for roles and responsibility on the DB.

1-3-1 To prepare guidelines for roles and responsibility on MM.

1-3
To identify the most suitable section to take charge of each of inspection,
evaluation, maintenance plan preparation, and implementation of
maintenance and repair of bridges and tunnels.

To conduct workshop for the guideline.

1-2-2

To confirm other donors activities for the database management.

To collect information on the staff number  and functions.

Okazaki

To identify the most suitable section to take charge of each of collection,
input and analysis of data on bridges and tunnels for a database system.

OUTPUT 2: A database system to record information on bridges and tunnels is developed and regularly updated.

Mizota

1-3-2

1-2

[T] To establish the procedure for data input and reporting.

2-7-2 To collect and input data based on secondary  inspection.

To carry out 2nd Workshop Hiroi/
Watanabe

2-11-2 To input the data based on the revised manual.

To create a database system including dimension of bridges and tunnels.

Watanabe

2-2-1

2-2-2 Watanabe

2-2-3 To input the existing data. Watanabe

2-2

2-1-2

Mizota

To collect existing data of Bridges and Tunnels. Watanabe

To discuss the framework and data format of the DB System.

[T] To create a manual for data input.

WatanabeTo review  a manual for data input.

12ACTIVITIES

OUTPUT 1: Demarcation of MOTC, RMD, PLUADs/UADs and DEPs is clearly identified with necessary staffing for the maintenance management of bridges and tunnels.

2015

1-1 To collect information regarding other partners and each section’s
staffing, etc.

12

1-1-2 To verify the concerned activities of other donors.

1-1-1

Expert in charge

Okazaki

To conduct workshop for the guideline. Mizota

Mizota

2-3-3

1 2 3 4 5 6 7 8 9

2-4

2-3-1 To prepare  the data input and reporting format. Watanabe

2-3-2 To conduct 1st Work Shop for the data input and reporting. Watanabe

To conduct 2nd Work Shop for the data input and reporting.

2-5-1 To input the data  on primary inspection. Watanabe

2-4-1 To draft a manual for data input. Watanabe

2-8-1 To prepare the input and reporting format. Hiroi/
Watanabe

2-8-2 To conduct  Work Shop for the data input and reporting.

[T] To implement trainings for staff members of BO UAD/DEPs for data
collection and input.

2-9-1 To draft, review and finalize  a manual for data input. Hiroi/
Watanabe

2-9-2 To carry out workshop for the manual .

2-10-1 To carry out 1st Workshop Hiroi/
Watanabe

2-10-2

9

[T] To collect and input data of inspection, condition rating and cost of
each tunnel by staff members of BOUAD/DEPs.

Mizota

2-5-3 To input the data  on routine maintenance of road.

Hiroi/
Watanabe

Hiroi/
Watanabe

To carry out 1st-3rd Workshop Watanabe

2-4-2

To propose role of organization for preparation of maintenance and
management plan and implementation of detailed survey.

6
20142013

121110Plan/Actual

1-3-3

3 10 118987 10 5

Watanabe

Watanabe

2-4-3 To finalize  a manual for data input. Watanabe

7411 1 2
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1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Plan 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Plan 1 1 1 1
Actual 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1
Actual 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1
Actual 1 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1
Actual (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1
Actual (Completed)
Plan 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)
Plan 1
Actual 1 1 1 (Completed)

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1
Actual 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1
Actual

1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1
Actual

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1

Plan 1 1
Actual 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1
Actual

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1

Plan 1 1
Actual (Completed)
Plan 1 1 1
Actual (Completed)
Plan 1
Actual (Completed)

1 1 1 1 1 1

Plan 1 1 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 (Completed)

1 1 1 1

Plan 1 1 1 1
Actual 1 1 1 1 1 (Completed)
Plan 1 1
Actual 1 1 (Completed)

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

Revision of PDM from Version zero to one. ▲
▲ ▲ ▲

▲
▲

* Including the concerned DEPs for tunnels. 

4-8-1 To create a repair methods manual. Hiroi /
Miura(ABE)

4-9-2 To prepare short term plan for the service facility's  maintenance. Miura(ABE)

4-9-1 To prepare short term plan for structural maintenance. Hiroi

4-8

To confirm existing management criteria. Hiroi

4-7-2

4-7-3 To conduct Workshop for the management criteria.

To confirm existing traffic volume. Mizota/
Okazaki

To review and prepare the short term plan for the year of 2016-2017.

4-6-1 To prepare the short term plan for the year of 2015-2017.

[B] To prepare a short-term plan for maintenance management of bridges
by staff members of RMD.

Miyauchi

Miyauchi

4-6

Mizota /
Okazaki

4-3-1 To conduct 1st Workshop for Preparation of long-term plan.

[B] To prepare a long-term plan for maintenance management of bridges
by staff members of RMD.4-4

Mizota /
Okazaki

To conduct 2nd Workshop for Preparation of long-term plan. Mizota /
Okazaki

Kitamura

3-5-3 To conduct Secondary Inspection by staff members. Kitamura

4-3-2

4-2-1 To draft a repair methods manual. Miyauch

4-2-2 To review the repair methods manual.

Mizota /
Okazaki / Sawada

3-5-1 To carry out inventory survey by staff members. Kitamura

3-1-2 To conduct Workshop for the Manual. Mizota /
Okazaki / Sawada

3-2-1

[B] To carry out inspection by staff members of
RMD/PLUADs/UADs/DEPs. To carry out condition rating by staff3-5

[T] To carry out inspection and condition rating by staff members of BO
UAD/ DEPs.

[B] To draft, review and finalize a repair methods manual including cost
estimation.

OUTPUT 4: Capacity of MOTC, RMD, PLUADs/UADs and DEPs for preparing maintenance management plans on bridges and tunnels is enhanced.

To create an structural inspection and condition rating manual for tunnels.

4-1-3 Mizota /
Okazaki

[B] To implement MTs’ trainings on inspection and condition rating.

[T] To implement trainings for staff of BO UAD/DEPs for inspection and
condition rating.

To implement trainings on inspection and condition rating of service
facility.

[T] To create an inspection and condition rating manual.

Hiroi/
Miura(Abe)

[B] To establish a nation-wide management criteria for bridges.

Hiroi

Miyauch

3-1

To conduct 3rd Workshop by MT.

3-3-1

3-1-1

Terminal Evaluation
Final Report

ADMINISTRATIVE ACTIVITIES

4-2-3 To finalize a repair methods manual. Miyauch

4-4-1

Joint Coordinating Committee

Progress Report

[T] To prepare a short-term plan for MM for tunnels through trainings for
staff of RMD/ BOUAD/DEPs.

3-3

3-4

3-5-2

Hiroi /
Miura(Abe)

To conduct Workshop for the management criteria.

3-8-2

3-7-2

4-2

4-9

To conduct 1st Workshop for Preparation of short-term plan.

To draft, review and finalize the Manual.

To carry out Primary Inspection by staff members.

3-2

3-9

3-9-1 To carry out inspection and condition rating of structures by staff
members.

3-6 [T] To create a routine maintenance manual.

[B] To draft, review and finalize an inspection and condition rating manual.

[B] To draft, review and finalize a routine maintenance manual.

OUTPUT 3: Capacity of DEPs for routine maintenance and capacity of PLUADs/UADs for inspection and condition rating of bridges and tunnels are enhanced.

Hiroi/
Miura(Abe)

3-7-1

3-8

To create an inspection and condition rating manual for the services of
tunnels.

4-3

3-9-2

[T] To create a repair methods manual including cost estimation.

4-7

4-7-1

[T] To establish a management criteria for tunnels.

4-5-1

To prepare draft of the long term plan.

4-6-2

4-1

[B] To implement trainings for staff of RMD on detailed survey and cost
estimation for preparing a long-term plan.

To carry out inspection and condition rating of service facility by staff
members.

Hiroi /
Miura(Abe)

Mizota /
Okazaki

4-4-2 To prepare the long term plan.

4-5-2 To conduct 2nd Workshop for Preparation of short-term plan. Mizota /
Okazaki

[B] To implement trainings for staff members of RMD on preparing a
short-term plan.

Mizota /
Okazaki

Miura(Abe)

Hiroi

3-6-1

4-1-2 To confirm existing traffic volume data. Okazaki

To carry out  Workshop for the Manual. Hiroi

3-8-1 To implement trainings on  inspection and condition rating of structures.

4-1-1

3-7

To confirm existing management criteria. Mizota

To draft, review and finalize the routine maintenance manual. Hiroi/
Miura(Abe)

3-6-2

To draft, review and finalize the Manual. Kitamura /
Miyauch

3-2-2 To conduct Workshop for the Manual. Miyauchi

To conduct 2nd Workshop by MT.

To implement MT's training for inventory survey and photo shooting. Kitamura

3-3-2 To implement MT's training for primary inspection and condition rating. Miyauchi/
Kitamura

Miyauchi/
Kitamura

3-3-3 To implement MT's training for secondary inspection and condition rating. Miyauchi/
Kitamura

3-4-1 To conduct 1st Workshop by MT. Miyauchi/
Kitamura

[B] To implement trainings by master trainers for staff members of
PLUADs/UADs and DEPs for inspection.

3-4-2 Miyauchi/
Kitamura

3-4-3

4-5
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日本人専門家派遣実績表一覧 
No. 氏名 専門分野 
1 MIZOTA Yuzo Team Leader/Bridge Maintenance Expert (1) 
2 OKAZAKI Akio Deputy Team Leader/Bridge Maintenance Expert (2) 
3 MIYAUCHI Hidetoshi Bridge Maintenance Expert (3) 
4 HIROI Kazuya Tunnel Expert (1) (Structure) 
5 MIURA Kentaro Tunnel Expert (2) (Facilities) 
6 ABE Shintaro Tunnel Expert (2) (Facilities) 
7 WATANABE Masatoshi Database Expert/Assistant for Detailed Bridge Inspection 
8 KITAMURA Takayoshi Cost Estimator/Detailed Bridge Inspection 

9 OGAWA Junichiro Coordinator/Bridge Inspection Assistant/Assistant for International Roughness Index (IRI) 
Survey 

10 SAWADA Kentaro Bridge Maintenance Expert (4) 
11 NAGAYAMA Tomonori IRI Survey Expert 
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供与機材リスト 

No. 使用目的 到着日 機材名 メーカー 価格 調達国 設置場所 現在の状況 備考 

1 IRI Measurement April 2014 
Dynamic Response 
Intelligent Monitoring 
System (DRIMS) 

JIP Techno Science 
Corporation 915,840 円 日本 ビシュケク 稼働中 2 セット 

2 Detailed Inspection Aug 2014 Schmidt Hammer Original SCHMIDT proceeq 201,043 円 日本 ビシュケク 稼働中 1 セット 
3 Detailed Inspection Aug 2014 InfraRed Camera Nippon Avionics Co, Ltd.  1,581,120 円 日本 ビシュケク 稼働中 1 セット 
4 Detailed Inspection Aug 2014 Electric drill Makita 52,323 円 日本 ビシュケク 稼働中 1 セット 
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